
ロ
シ
ア
宗
教
法
の
制
定
と
そ
の
問
題
点

清

水

望

〈
早
稲
阪
大
学
名
誉
教
授
〉

iま

カ宝

き

し

信
社
会
主
義
体
制
で
は
「
宗
教
死
滅
論
」
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
「
変
革
」
後
、
こ
れ
は
覆
さ
れ
、
逆
に
「
宗
教
法
」
制
定
へ
の

-21 

途
が
拓
れ
た
。
本
報
告
は
、

ロ
シ
ア
の
民
主
化
に
議
姿
な
役
割
安
樹
木
た
し
た
宗
教
法
の
制
定
と
問
題
点
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
西
側
諸

ロシア空宗教記長の憲IJJEとその問題点{清水)

箆
か
ら

2
一
市
教
」
を
品
約
定
的
に
み
た
論
文
は
多
妓
に
及
ぶ
が
、
こ
の
よ
う
な
視
点
よ
り
、

{1) 

り
上
汗
る
こ
と
に
し
た
い
。

い
か
な
る
点
が
悶
舗
に
な
っ
て
い
る
か
を
と

ロ
シ
ア
宗
教
法
の
制
定
と
そ
の
背
景

M

ヤ
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
認
め
y
h
w
M
H
0
2
g
g
n
y
o
g
の
宗
教
な
い
し
教
会
政
策
の
変
革
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
そ
の
他
東
欧
諸
問

は
、
大
き
な
転
換
揺
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

P
A
-
U
T
|
ト
忠
三

m
o
F
の
報
告
警
に
詳
し
〈
円
。
こ
こ

に
そ
の
詳
締
を
論

C
る
余
裕
は
な
い
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が

九
八
八
年

一
月
七
日
の
関
連
演
説
で
、
間
際
関
係
を
イ
デ
オ
ロ
ギ

i
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か
ら
開
放
し
、
普
遍
的
な
人
間
的
価
綴
に
日
を
む
け
る
べ
き
だ
と
訴
え
た
と
き
変
化
が
み
ら
れ
た
。
す
で
に
同
年
一
一
一
月
に
、

ロ
シ
ア
正

教
一

0
0
0年
祭
の
式
典
が
行
わ
れ
、
「
人
権
の
閤
際
化
」
の
淡
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
向
年
四
月
末
、
良
心
の
・
自
由
お
よ
び
宗

教
組
織
に
関
す
る
法
律
(
以
下
、
ソ
連
良
心
自
由
法
と
い
う
)
の
作
業
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
、
改
革
も
い
よ
い
よ
本
格
的

(3} 

な
も
の
に
な
っ
た
。
ソ
連
邦
最
高
会
議
は
、

一
九
九
O
年
一
O
丹

日
、
間
法
律
を
制
定
し
た
。
他
方
、
ロ
シ
ア
連
邦
議
会
は
、

3

エ
リ
ツ
ィ
ン
切
言
及

J
E
}
2
2
の
も
と
で
、
問
じ
一
O
丹
一
一
五
司
、
」
信
仰
告
自
の
自
由
に
相
関
す
る
法
律
(
以
下
、

A
a
a
z
w
 

い
う
)
を
制
定
し
た
。
凶
側
諸
凶
は
当
初
、
ソ
連
圏
内
の
変
化
に
懐
悶
統
的
明
、
あ
っ
た
が
、
ソ
逮
良
心
自
由
法
の
立
法
作
業
が
具
体
化

ロ
シ
ア
宗
教
法
と

す
る
に
つ
れ
て
強
い
期
待
へ
と
変
化
の
兆
し
を
み
せ
た
。
ゴ
ル
パ
チ
3

フ
の
影
響
力
は
、
間
際
的
に
も
声
価
を
高
め
た
。
し
か
し
狸
九

一
年
八
月
、
保
守
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
失
敗
に
よ
り
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
影
響
力
は
急
速
に
位
下
し
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
一
一
…
自
の
完
全
独
立
を

達
成
さ
せ
、

ソ
連
は
解
体
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ロ
シ
ア
お
よ
び
独
立
菌
家
共
同
体

(
C
I
S
)
は
誕
生
し
た
。

22-

ソ
速
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、

ソ
連
良
心
自
由
法
も
笑
効
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
法
律
の
意
義
、
影
響
力
は
減
り
知
れ
な
い
ほ

ど
大
き
い
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
代
わ
っ
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
政
治
の
舞
台
で
主
投
を
演
じ
る
こ
と
に
な
り
、

ロ
シ
ア
宗
教
法
が
ロ
シ
ア
の

国
民
生
活
に
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
正
教
徒
の
若
い
研
究
者
で
あ
る

A
-
ダ
ニ
ロ
ブ
〉
早
吋
叩
]
口
問
E
Z
t叫
に
よ
れ
ば
、

一
九
八
八
年
に
な
お
、
国
民
の
九
O
%
は
、
「
無
神
論
者
い
ま
た
は
「
非
信
徒
」
と
一
一
お
わ
れ
た
の
に
、

い
わ
ゆ
る
〈
宗
教
ブ

i
ム

V
持

誌
が
鶴
来
し
、
こ
れ
が
一
九
八

C
年
代
末
か
ら
一
九
九

0
年
代
始
め
ま
で
続
い
た
が
、

一
九
九
一
年
末
に
終
わ
り
を
告
げ
た
と
す
る
。

九
九
二
年
の
世
論
説
査
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
住
民
の
信
徒
の
割
合
は
二
七
%
か
ら
一
一
四
%
に
減
少
し
た
が
、
同
じ
ロ
シ
ア
鎮
の
そ
の
他

の
地
域
で
、
変
化
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
数
か
お
り
社
会
学
者
は
、
〈
宗
教
ブ
ー
ム

V
後
、
再
び
衰
選
が
始
ま
る
、
と

い
う
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
加
の
世
論
調
査
で
は
、
一
信
徒
は
、

ロ
シ
ア
領
住
民
の
問
。
%
に
増
加
し
て
い
る
と
い

う
結
果
も
出
て
い
る
。
さ
ら
に

%
に
婚
加
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、

六
O

O
名
か

九
九
五
年
に
は
信
徒
の
割
合
は
六



ら一一一

0
0
0名
の
世
論
(
抽
出
〉
謂
資
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
の
数
値
に
つ
い
て
は
疑
義
な
し
と
し
な
い
。
外
見
的
に
み
て
も
、
こ

の
き
わ
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
伸
張
ぶ
り
は
、
ダ
ニ
ロ
フ
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
闘
に
よ
っ
て
設
録
さ
れ
た
宗
教
団
体
の
数
の
ゑ

〈

5
)

速
な
増
加
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。

先
述
の
よ
う
に
一
九
八
八
年
で
も
、
生
民
の
九
O
%
が
「
無
持
論
者
」
、
「
非
一
信
徒
」
と
さ
れ
、
そ
の
す
向
い
比
率
は
、
人
び
と
の
信
条

よ
り
も
、

ソ
ビ
エ
ト
詩
無
神
議
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
こ
れ
に
器
づ
く
出
ソ
遠
の
信
徒
に
た
い
す
る
抑
庄
機
構
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

一
九
八
九
年
に
す
で
に
「
無
神
給
者
」
ま
た
は
「
非
信
徒
」

て
い
る
も
の
は
、
五

%
に
減
少
し
た
。
こ
れ
が
一
九

九
五
年
ま
で
に
、
さ
ら
に
一
一
一
O
%
(
約
隙

0
0
0万
)
ま
で
に
減
少
し
た
。
他
方
、
逆
に
若
子
の
世
論
調
変
に
よ
れ
ば
、

九
八
九
年

か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
に
、
正
教
会
徒
の
数
は
、

一
・
五
倍
に
増
加
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
総
人
口
(
約

億
五

0
0
0万
)
の
半
数

が
今

5
、
正
教
徒
と
一
一
筒
、
っ
。

九
八
八
年
、
関
家
理
論
な
い
し
日
和
見
主
義
的
な
理
由
か
ら
「
無
神
論
者
」
ま
た
は
「
非
信
誌
」
と
さ

-23-

れ
て
き
た
多
く
の
人
び
と
が

九
九
一
一
年
以
来
、
正
教
徒
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
不
評
の
社
会
主
義
調
家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
か

(S) 

ら
の
転
向
は
悶
ソ
連
時
代
に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
の
過
程
は
秘
密
と
冬
れ
、
統
計
上
、
明
か
で
は
な
い
。
棄
の
数
値
を
的
確

ロシア空宗教j去の制緩とその問題点(清水)

に
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

口
シ
ア
社
会
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
石
定
で
き
な
い
。

モ
ス
ク
ワ
正
教
会
の
総
主
教
庁
渉
外
部
に
属
し
、
そ
の
後
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
転
向
し
、
現
在
キ
リ
ス
ト
教
の
評
論
家
、
ジ
ャ

l
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
話
寵
し
て
い
る
j
・
ク
ロ
ト
フ

主
}54唱
欠

吋

ozd司
が
、
最
近
の
論
考
「
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
犠
烈
な
争
い
1
i
一

九
九
二
年
か
ら

九
九
六
年
ま
で
の

1
i」
(
G
2
W
誌
・
一
九
九
七
年
一
月
〉
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
〈
宗
教
ブ
ー
ム

V
の
時

代
ど
い
わ
れ
る
状
況
下
で
、
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が
自
ら
の
精
神
的
方
向
づ
け
を
失
い
、
正
教
会
に
積
極
的
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

教
会
は
、
消
失
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
代
替
物
と
な
り
、
怒
ら
に
本
来
的
な
文
化
的
・
民
族
的
な
自
己
田
川
一
花
の
対
象
に
な
っ
た
。
し

か
し
す
べ
て
の
ロ
シ
ア
人
が
正
教
会
に
心
そ
向
け
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

。
月
革
命
前
の
状
態
に
復
帰
す
る
こ
と
、
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つ
ま
り
疋
教
会
が
ロ
シ
ア
国
教
と
な
る
こ
と
、
換
一
…
一
閃
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
か
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
判
例
約
を
こ
え
て
ロ
シ
ア
民

族
を
包
摂
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
殆
ど
す
べ
て
の
ロ
シ
ア
入
が
し
ば
ら
く
の
務
、
正
教
会
に
出
席
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
教

会
に
親
し
み
を
感
じ
た
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
(
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
冗
彼
ら
の
多
く
が
他
の
宗
教
団
体
に
関
心
を
努

〈

7
)

せ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
一
ン
ア
宗
教
法
は
、
外
出
系
の
宗
教
団
体
に
、
そ
の
活
動
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
宗
教
法
の
民
、
五
的
伎
格

ソ
連
良
心
自
由
法
と
ロ
シ
ア
宗
教
法
は
、
共
通
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
表
題
か
ら
も
「
信
教
の
自
由
」
競
定
に
対
す
る

姿
勢
の
相
違
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
シ
ア
宗
教
法
独
自
の
条
項
も
あ
り
、
出
来
の
宗
教
敵
対
的
な
態
度
を
よ
り
払
拭
し
て
い

-24 

る
。
ま
た
同
じ
「
信
教
の
自
由
」
の
文
一
宮
も
、
個
人
の
権
利
杓
の
側
面
と
団
体
と
し
て
の
権
利
の
側
部
が
み
ら
れ
る
が
、
守
ン
ア
宗
教
法

は
、
よ
り
西
側
指
出
内
的
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
宗
教
法
は
、
ま
ず
、
個
人
の
権
利
と
し
て
、
前
文
で
「
信
教
の
自
由
」
を
直
接
に
表
明
し
、

〈

8
)

こ
れ
を
「
共
和
関
市
民
の
不
可
譲
の
権
科
」
と
し
て
位
壁
づ
け
て
い
る
。

ま
た
「
共
和
歯
市
民
は
、
宗
教
的
な
見
解
な
い
し
無
神
論

的
確
信
を
口
頭
な
い
し
文
書
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
他
任
意
の
形
式
で
こ
れ
を
発
表
し
、
普
及
(
布
教
)
さ
せ
る
に
第
一
一
一
条
)
回
線
を
保
障
し

(
9〉

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
宗
教
死
滅
論
」
を
執
よ
う
に
展
開
し
、
こ
れ
を
後
ろ
婚
に
「
一
次
宗
教
的
室
長
」
の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の

に
た
い
し
、

2
m教
的
宣
伝
」
が
認
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
自
体
と
し
て
の
権
利
の
「
信
教
の
自
由
」
も
、
よ
り
徹
底
し
て
国
教
分
離
の
原
則
を
認
め
て
い
る
。
「
説
教
団
体
は
、
思
の

開
題
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
宗
教
毘
体
は
、
国
家
権
力
、
国
家
行
政
の
諸
機
関
の
選
挙
お
よ
び
政
党
活
動
に
参
加
し
て
は
な

(
刊
)

ら
な
い
」
(
宗
教
法
第
入
条
二
項
)
こ
と
に
し
た
。
宗
教
団
体
に
法
的
能
力
が
与
え
ら
れ
、
独
自
の
教
化
・
啓
蒙
活
動
を
行
う
こ
と
が



保
障
さ
れ
、
そ
の
財
政
的
基
数
も
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(は〉

回
は
出
来
、
諮
僚
会
議
宗
教
問
題
評
議
会
が
宗
教
団
体
に
た
い
し
強
大
な
監
管
権
を
保
持
し
て
き
た
が
、
こ
の
評
議
会
も
大
統
領

に
直
属
す
る
「
宗
教
団
体
と
の
協
力
評
議
会
」
へ
と
変
費
し
た
。
ロ
シ
ア
正
教
会
を
A

空
間
む
主
要

{
円

M
)

議
会
と
し
た
。
ダ
ニ
ロ
フ
が
指
織
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
機
関
は
民
主
的
に
み
え
た
。
し
か
も
あ
る
程
度
ま
で
、
京
教
出
体
と
間
同

四
派
と
大
統
領
一
の
行
政
機
関
と
の
協

と
の
自
由
で
同
等
の
関
係
を
保
証
し
、
宗
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
そ
の
後
、
チ
ヱ
チ
エ
ン
紛
争
時
に
、
こ
の
協

エ
リ
ツ
ィ
ン
に
よ
っ
て
全
国
的
に
改
組
さ
れ
た
。
宗
教
団
体
の
一
回
名
の
代
表
者
と

(
H
H
)
 

た
ち
を
と
っ
た
。

五
名
の
高
級
官
吏
と
が
対
次
す
る
か

議
会
は
、

九
八
七
年
以
来
、
最
初
は
、
緩
慢
で
は
あ
っ
た
が
、
受
緑
さ
れ
た
宗
教
障
体
の
数
は

に
場
大
し
て
い
っ
た

事
実
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
協
議
会
を
新
た
な
抑
在
機
関
と
し
て
鯨
芯
ω
す
る
見
方
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
恐
れ
か
ら
は
、
解
放
さ
れ

(日〉

っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。

し
か
し
制
定
後
、
間
も
な
く
問
題
に
一
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
、
〈
す
べ
て
の
宗
教
団
体
の
問
機

V
の
問
問
題
で
あ
る
。
戸
ン
ア
正
教

一一25
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会
の
、
他
の
宗
教
団
体
に
た
い
す
る
優
位
は
動
か
ず
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
制
限
を
加
え
よ
う
と
の
試
み
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
う
し
(股

西
側
諸
州
国
の
宗
教
法
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
的
な
形
式
的
平
等
主
義
の
影
響
が
強
く
、

た
実
態
と
は
離
れ
て
ロ
シ
ア
宗
教
法
の
内
容
は

宗
教
的
領
域
で
〈
多
様
性
〉
と
〈
良
府
〉
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
配
車
し
て
い
る
。
こ
の
多
様
性
が
、
ロ
シ
ア
の
多
く
の
人
び
と

l
i不

{
げ
)

信
者
も
信
徒
も
l
iを
不
安
に
陥
れ
、
樗
然
と
さ
せ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
伝
統
的
い
な
教
会
の
多
く
が
関
民
的
教
会
の
性
格
を
帯
び

て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
多
く
の
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
は
、
驚
く
ほ
ど
民
主
的
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
宗
教
法
の
実
態
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ロ
シ
ア
宗
教
法
は
、
商
側
諸
問
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
的
な
平
等
'
良
、
支
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
規
範
と
実
態
と
の
議

離
、
西
側
関
経
ハ
文
化
に
た
い
す
る
拒
絶
反
応
は
次
第
に
顕
在
化
し
た
。

(1) 

ロ
シ
ア
正
教
会
の
優
位

出
体
制
の
も
と
で
も
ロ
シ
ア
正
教
会
は
去
認
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
教
会
の
高
位
聖
戦
者
の
出
家
権
力
へ
の
依
存
的
・

従
属
的
体
質
は
第
ニ
の
天
性
と
、
桧
口
を
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
停
滞
し
て
い
た
。
正
教
会
の
優
位
は
保
持
し
た
も
の
の
、
活
性
化
が
求
め

ら
れ
た
。
ア
レ
キ
セ
イ

殴
〉
}
虫
色
町
刊
は
、
就
任
早
々
、
各
地
を
歴
訪
し
た
が
、
正
教
会
系
で
も
、

ロ
シ
ア
正
教
会
の
ほ
か
、
ウ
ク

一
フ
イ
ナ
正
教
会
、
グ
ル
ジ
ア
正
教
会
が
あ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
ユ
ニ
エ
イ
ト
教
会
」
の
台
頭
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
分
裂

(
刊
日
)

と
対
立
を
招
い
た
。
ロ

i
ト
の
報
告
二
九
九
同
年
五
月
)
で
は
、
ロ
シ
ア
の
人
口
は
、
一
九
八
九
年
、
一
億
四
千
七
百
万
で
あ
っ

(初〉

た
が
、
正
教
会
は
六
千
万
の
傍
徒
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
テ
レ
ピ
に
よ
る
と
、
信
徒
の
数
は
増
大
し
綾
け
、
現
在
、
七
五
む

O

(
幻
)

万
人
で
あ
る
と
い
う
。
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(2) 

イ
ス
ラ
ム
教
会
は
、
旧
体
制
約
の
も
と
で
は
、
未
公
認
の
宗
教
岡
山
体
で
あ
っ
た
が
、

九
九
六
年
間
月
中
葉
、
同
教
誌
に
よ
る
広
範

な
政
治
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
間
丹
の

朗
自
に
か
け
て
、

〈
ロ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
教
徒
〉
組
織
の
創
立
者
会
議
が

一
日
か
ら

開
か
れ
た
。
ロ
シ
ア
連
邦
の
つ
一
九
地
域
の
七
一
一
名
の
代
表
者
が
出
席
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
そ
の
議
長
と
と
も
に
政
治
的
な
評
議
会
を

選
出
し
た
。
議
長
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
流
域
の
イ
ス
ラ
ム
教
指
導
部
で
一
二
六
年
問
、
首
一
設
の
地
世
に
あ
っ
た

M
-
ピ
パ
ソ
フ
窓
口
宵
足
音
m

{
包
)

m
F
2
0認
で
あ
る
。
彼
は
、
新
運
動
の
創
始
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
ロ
ー
ト
の
エ
ッ
セ
ナ
ー
で
の
報
告
で
は
、
そ
の
信
徒
数
は
、

(
お
)

一一一

O
O万
か
ら
こ

0
0
0万
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
論
考
吋
ロ
シ
ア
一
イ
ス
ラ
ム
と
政
治
』
(
一
九
九
七
年
九
日
付
〉
で
は
、

(
川
副
〉

ロ
シ
ア
連
邦
に
は
二

0
0
0万
か
ら
二
五

0
0万
と
推
定
さ
れ
る
。

(3) 

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
第
一
こ
の
教
勢
力
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ソ
速
の
関
境
が
約
一

0
0キ



ロ
、
西
方
に
移
動
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
註
民
が
突
然
出
現
し
た
こ
と
に
よ
る
。
間
体
制
約
の
も
と
政
府
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
分
散
さ
せ
よ

う
と
す
る
、
デ
ィ
プ
ス
ポ
ラ
政
策
を
と
っ
た
が
、
市
ソ
速
の
崩
壊
に
よ
っ
て
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
出
ソ
速
の
地
区
に
カ
ト

{お」

リ
ッ
ク
教
会
を
建
設
す
る
こ
と
は
ロ
シ
ア
正
教
会
側
か
ら
厳
し
い
抵
拭
に
あ
っ
た
。

(4) 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
そ
の
他
の
宗
教
団
体
の
進
出

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
は
、
限
体
制
約
ぞ
も
少
数
派
教
会
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
な
め
き
せ
ら
れ
た
。
最
大
の
福
表
、
主
義
・
パ

プ
テ
イ
ス
ト
教
会
が
一
九
鶴
盟
年
に
パ
プ
テ
イ
ス
ト
教
会
(
一
八
由

年
創
立
)
と
福
音
主
義
教
会
と
を
合
同
し
て
成
立
し
た
。
そ
の

後

一
九
六
三
年
の
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
に
加
っ
た
。

一
九
六

O
年
か
ら
六
宜
年
に
か
け
て
、
政
府
が
行
っ
た
反
宗
教

キ
ヤ
ン
ペ

i
ン
の
結
果
、
分
裂
が
起
こ
り
、
福
音
主
義
・
パ
プ
テ
イ
ス
ト
教
会
協
議
会
が
成
立
し
た
が
、
法
的
認
可
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
ポ
ス
ト
・
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
な
っ
て
も
、
少
数
派
教
会
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
に
属
す
る
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
グ
ル
!

27← 

プ
は
、
第
ニ
次
世
界
大
戦
中
、

ヨ
i
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
か
ら
シ
ベ
リ
ア
と
中
央
ア
ジ
ア
に
追
放
と
い
う
苦
い
体
験
を
嘗
め
た
が
、

G
-

ロシア宗教j去の制定とその照是差点(j毒水}

シ
ュ
ト
リ
ツ
カ

i
の
号
門
日
常
江
志
吋
が
、
そ
の
論
考
「
ロ
シ
ア
の
ド
イ
ツ
系
住
民
の
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
説
出
〈
エ
ク
ソ
ダ
ス
〉
」
(
九
(お〉

九
六
年
五
月
)
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
信
徒
集
出
に
よ
り
、
そ
の
殆
ど
が
組
織
的
に
救
出
さ
れ
た
。

後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
の
多
く
は
、
そ
の
布
教
活
動
を
活
発
に
再
開
し
た
。
ド
イ
ツ
ヤ
彰
響
を
も
っ
福
音
主
義
ル

タ
i
教
会
を
始
め
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
、
ア
ド
ヴ
エ
ン
テ
イ
ス
ト
教
会
、
改
革
派
教
会
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
(
フ
ィ
ン
グ
ス
ト
)
派
運
動

〈
幻
)

な
ど
が
、
そ
の
活
動
を
活
発
に
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
旧
体
制
下
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
小
数
派
教
会
で
あ
っ
た
が
、

現
在
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
ロ
シ
ア
が
開
明
販
を
迎
え
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
さ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
他
の
宗
教
出
体
の
活
動
存
関
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
正
教
会
は
、
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
西
側

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
宗
派
の
大
量
伝
道
が
よ
く
話
題
に
な
旬
、
苦
情
が
つ
ぶ
や
か
れ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
筒
、
こ
れ
ら
の
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諸
宗
派
が
実
際
に
確
関
た
る
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
箪
事
機
構
、
と
く
に
間
防
省
に
、
入
り
込

ん
で
い
る
兆
候
が
み
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
の
宗
派
は
国
防
省
に
特
別
加
な
文
献
、
ゼ
ミ
ナ
i
さ
ら
に
補
修
コ
!
ス
に
た
い
し
財
政
的
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
国
妨
省
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
箪
の
留
書
館
は
も
っ
ぱ
ら
西
側
諸
国
か
ら
の
諸
宗
派
の
文
献
が
備
え
付
け
ら
れ
、
こ

(
泊
)

れ
ら
の
文
献
が
策
図
書
館
の
唯
一
の
宗
教
上
の
文
献
に
な
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
缶
統
に
な
じ
ま
な
い
オ
ウ
ム
真
理
教
は
、

一
九
九
二
年
夏
、
こ
の
閣
で
布
教
を
開
始
し
、
信
徒
数
も
次
第
に
増
大
し
て
い
っ

た
が
、
そ
の
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
。
と
く
に
東
京
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
令
契
機
と
し
て
、
新
興
宗
教
・
セ
ク
ト
の
活
動
の
行
き
過

ぎ
な
い
し
そ
の
蒋
発
を
い
か
に
阻
止
す
る
か
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。
新
興
宗
教
・
セ
ク
ト
の
な
か
に
統
一
協
会
(
ム

i
ン
・
セ
ク

(
勿
)

ト
Z
o
oロ
i
一
山
由
玄
と
し
て
知
ら
れ
る
)
も
含
ま
れ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
動
き
に
関
連
し
て
、
関
欧
的
な
宗
教
関
体
の
活
動

i
!と
く
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

i
i
令
制
限
す
る
試
み
が

(ぬ〉

顕
在
化
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
ロ
シ
ア
に
居
所
を
有
す
る
外
閥
系
の
宗
教
組
織
は
難
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
ロ
シ
ア
正
教
会
の
保
守
派
の
強
硬
な
動
き
に
対
志
し
て
、
と
く
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
が
強
く
反
発
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と

と
替
え
よ
う
。

四

運
用
上
の
問
問
題
点

ロ
シ
ア
正
教
会
の
、
他
の
宗
教
自
体
に
対
す
る
優
位
性
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
そ
の
嬢
位
性
を
保
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
特
権
を

拡
大
化
し
、
こ
れ
を
抵
定
の
事
実
と
し
て
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
宗
教
法
は
、
そ
の
民
主
的
性
格
の
ゆ

え
に
、
こ
れ
を
修
正
・
す
べ
き
、
だ
と
日
諮
問
、
っ
、

ロ
シ
ア
正
教
会
の
主
張
に
向
調
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
ま
ず
連
邦
議
会
、
そ
し
て
連
邦
政



府
を
も
巻
き
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
絃
統
的
」
宗
教
間
体
の
範
鳴
か
ら
は
ず
さ
れ
た
外
患
系
の
宗
教
間
体
、
と
く
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
は
一
斉
に
強
く
抵
拭
し
た
。
八
億
教
の
自
由

V
そ
め
ぐ
る
争
い
は
、
織
烈
な
も
の
に
な
り
、
憲
法
論
争
に
ま

で
発
展
し
た
。
他
方
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
外
用
閥
系
の
宗
教
関
体
の
自
由
な
活
動
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
真
っ
向
か
ら
違
憲

と
し
て
退
け
た
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
大
筋
を
素
描
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
連
邦
議
会
が
、

ロ
シ
ア
正
教
会
の
意
向
を
汲
む
か
の
よ
う
に
、

議
会
に
良
心
自
由
委
員
会
を
設
寵
す
る
動
き
を
示
し
た
。

長
心
自
由
議
員
会
の
設
置

ロ
シ
ア
連
邦
議
会
理
事
部
は
、
ま
ず

九
九
一
一
年
一
一
月
一

0
5、
宗
教
法
に
新
条
項
の
追
加
を
意
図
す
る
法
津
案
を
提
出
し
た
。

そ
れ
は
良
心
及
び
信
教
の
自
胞
の
制
限
を
意
開
削
す
る
も
の
で
、
こ
の
た
め
に
良
心
自
由
委
員
会
が
設
澄
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
の
メ
ン

29~ 

パ
ー
の
多
く
は
、
出
来
の
「
閣
僚
会
議
宗
教
問
題
評
議
会
」
を
通
じ
宗
教
自
体
の
統
制
に
責
任
を
負
っ
て
き
た
人
び
と
で
あ
り
、
こ
の

評
議
会
の
「
全
権
委
長
」
と
し
て
宗
教
生
活
を
抑
制
し
圧
力
を
か
け
て
き
た
前
一
殺
を
も
っ
。
彼
ら
は
体
制
崩
壊
後
も
、
そ
の
前
歴
も
糾

ロシア宗教法の和!2Eとその問題点(清水)

弾
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
職
務
安
保
持
し
て
き
た
。
彼
ら
の
役
磯
と
資
格
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
良
心
自
由
委
員
会
の
委
員

長
は
、
司
祭
で
ロ
シ
ア
連
邦
議
会
の
議
員
に
選
出
さ
れ
た

V
-
S
E
ポ
ロ

i
シ
ン
〈

g
g
g
a
s
ω
句。日

2
5
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

宗
教
法
の
制
定
に
大
き
な
設
部
を
断
水
た
し
、
当
時
の
政
治
の
舞
台
の
鍵
令
握
る
人
物
と
し
て
、
ま
た
民
、
五
主
義
者
と
し
て
名
声
を
得
て

い
た
。
ロ
シ
ア
正
教
庁
に
忠
実
に
詫
い
、
共
産
党
を
鋭
く
批
判
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
ポ
ロ
!
シ
ン
が
、

一
九
九
三
年
秋
、
良
心
及
び

{
他
の
宗
教
陸
体
の
}
信
教
の
自
由
を
制
制
限
す
る
側
の
賛
荘
者
に
な
っ
た
こ
と
は
、
人
々
を
驚
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。

総
主
教
ア
レ
キ
々
イ
一

世
は
、

一
九
九
二
年
二
一
丹
八
日
、
ポ
ロ
!
シ
ン
に
た
い
し
覚
え
書
き
を
送
り
、
「
ロ
シ
ア
の
宗
教
組
織
の

正
式
の
托
表
者
の
協
力
を
得
な
い
で
」
、
新
条
項
の
追
加
を
地
中
備
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
総
主
教
は
、
さ
ら
に
連
邦
議
会
議
鼠
と
し
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て
選
出
さ
れ
た

G
-
ヤ
ク

i
ニ
ン
の
え

σ
k
Z
E口、

w-
ポ
ル
シ
ユ
チ
ョ
フ
ぞ
と
出
口
∞

o
g
g口7
0
経
及
、
び
そ
の
他
教
会
の
代
表
者

は
宗
教
組
織
の
正
規
の
代
表
者
で
は
な
い
と
き
倒
的
し
た
。
と
く
に
ヤ
ク
!
ニ
ン
に
た
い
す
る
総
主
教
庁
の
態
度
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
の
覚
え
繋
き
で
、
外
国
系
の
宗
教
団
結
仲
の
自
由
な
活
動
は
、

い
か
な
る
相
場
合
に
も
「
法
律
的
に
禁
止
怒
れ
る
」
お
を
強
調
し
、

「
法
務
省
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
皆
会
主
張
し
た
。
法
務
省
も
、
外
国
系
の
宗
教
団
体
の
登
銭
後
七
年
ま
で
の
問
、

五
割
、

そ
の
活
動
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
官
庁
の
許
可
l
i費
錦
i
iを
取
り
消
寸
権
限
を
保
持
し
よ
う
と

し
た
。
他
方
、
総
主
教
は
、
「
新
憲
法
の
採
択
前
に
法
律
案
を
審
議
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
」
と
表
明
し
た
が
、
ぞ
れ
は
形
式
的
な

(
幻
}

手
続
き
論
の
域
を
で
ず
、
ポ
ロ
1

シ
ン
の
見
解
は
そ
れ
を
先
取
り
し
た
格
好
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

ロ
シ
ア
正
教
会
は
外
関
系
宗

教
間
体
の
活
動
の
制
限
に
つ
い
て
い
か
な
る
動
き
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

(2) 
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外
国
系
宗
教
団
体
の
活
動
を
制
燥
す
る
動
き

ロ
シ
ア
正
教
会
は
、
一
信
徒
数
も
増
加
し
、
次
第
に
自
信
を
深
め
、
総
主
教
庁
側
も
、

一
転
し
て
外
国
系
の
宗
教
団
体
の
進
出
に
闘
を

む
け
、
そ
の
活
動
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
G

ぞ
れ
は
、

…
九
九
三
年
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
宗
教
団
体
の
法
人
格
を
規
定
す
る
議

教
法
第
一
八
条
に
「
外
菌
系
の
宗
教
組
識
の
独
自
の
活
動
〈
こ
の
な
か
に
布
教
、
出
版
、
製
作
、
笠
松
及
び
経
済
活
動
が
含
ま
れ
る
て
さ

ら
に
そ
の
代
表
者
投
び
そ
の

人
の
独
自
の
活
動
は
、
ヂ
ン
ア
連
邦
の
領
域
で
は
、
禁
止
さ
れ
る
〕
と
い
う
文
言
一
を
追
加
要
求
し
た
。

こ
の
修
正
案
は
、
外
開
系
宗
教
関
体
は
、

ロ
シ
ア
圏
有
の
宗
教
綴
織
に
よ
り
招
請
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
留
の
信
用
を
得
て
い
る
」
も
の

に
聞
紙
り
、
こ
れ
を
許
容
し
て
い
る
。
良
心
自
由
委
員
会
で
の
審
議
に
際
し
て
、

G
-
ヤ
ク
l
ニ
ン
だ
け
が
民
対
し
、
他
の
委
員
は
、
こ

の
条
項
に
賛
成
し
た
。

さ
ら
に
宗
教
団
体
の
登
録
に
関
し
、
宗
教
法
第

七
条
に
は
、
「
泡
'
誘
者
が
、

一
九
九

O
年
一

O
丹
一
一
五
日
以
前
に
公
認
さ
れ
て
い

な
い
信
仰
上
の
教
護
ま
た
は
宗
教
上
の
方
針
を
表
明
す
る
場
合
、
登
銭
官
庁
は
、
付
鵠
書
類
を
要
求
す
る
権
限
を
有
し
、
取
・
請
か
ら
数



る
え
て
一
一

カ
月
の
審
資
期
間
を
要
求
す
る
権
限
を
有
す
る
」
の
文
欝
を
追
加
要
求
し
た
。
こ
の
期
日
(

九
九

O
年
一

O
R
一
五
日
)

以
降
、
新
し
く
承
認
さ
れ
た
す
べ
て
の
宗
教
間
体
は
、
変
東
申
請
後
、
新
た
に
審
査
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
た
に
登
録
さ
れ
る
。

こ
の
第
一
七
条
の
追
加
条
項
は
、
こ
の
期
日
以
後
、
登
諒
さ
れ
た

i
l翠
ま
し
く
な
い

lzd一
小
教
関
体
は
遡
っ
て
禁
止
さ
れ
る
可
能
性
会

へ
内

U
J

J
i、

認
め
た
こ
と
に
な
る
。

九
九
三
年
四
月
二

O
白
、
そ
の
日
は
大
統
領
信
任
の
富
民
投
票
の
五
目
前
で
、
ロ
シ
ア
陸
民
が
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
告
任
を
表
明
し
ょ

う
と
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
宗
教
語
体
の
代
表
者
ら
が
こ
の
大
統
領
信
任
の
間
民
投
薬
を
支
持
し
た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
背
後
に
宗
教

田
体
の
指
導
者
が
存
在
し
た
こ
と

エ
リ
ツ
ィ
ン
に
た
い
し
外
国
人
が

で
も
な
い
。
彼
ら
は
、

般
的
に
ロ
シ
ア
で
活
動
す
る

こ
と
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
表
明
し
た
。
結
来
的
に
何
人
が
本
来
、
外
商
人
伝
道
の
テ
i
マ
を
切
り
出
そ
う
と
し
た
の

か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ま
、
容
ま
な
穂
測
が
流
れ
て
い
る
。
良
心
自
由
委
鼠
会
黍
員
長
の
代
行
者

M
・
ザ
グ
リ
シ
ェ
フ
∞
畠
吋
訟
の
Y
5
4明
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が
こ
れ
に
賛
意
を
表
し
、

つ
い
で
ヨ
!
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
及
び
シ
ベ
リ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
の
法
律
学
者
、
タ
ル
ガ
ト
・
タ
チ
ュ

i
ジ
ン

ロシア宗教法の制定とそのf荷量題点(潟水)

↓州W
M
m
3
H
4
h
w仏
師

C
Z
E
Z
が、

P
ン
ア
の
統
一
は
保
証
さ
れ
て
い
る
、
伝
統
的
宗
教
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
も
、
正
教
会
の
地
盤
も
強
癌

に
さ
れ
て
い
る
、
と
こ
れ
に
禁
意
を
表
明
し
て
い
る
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
も
、
不
本
意
な
が
ら
、
こ
れ
に
賛
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
彼
は
、
同
年
四
月

一
日
、
す
べ
て
の
宗
教
匝
体
に
、
家
命
後
、
問
ソ
迷
政
府
に
よ
っ
て
押
叙
さ
れ
て
い
た
礼
拝
堂
が
返
還

さ
れ
る
と
す
る
布
告
に
署
名
し
た
。
こ
の
布
告
は
一
部
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
概
ね
紙
路
上
に
と
ど
ま
り
、
関
民
投
閥
抗
直
前
の
自
ら
に

〈
刊

ω}

有
利
に
操
作
し
よ
う
と
す
る
笠
誌
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

同
年
五
月
末
、
モ
ス
ク
ワ
の
ダ

1
1
N

む
き
と
修
遊
説
で
、
最
初
の
「
慌
界
公
会
議
」
が
関
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
総
主
教
と

古
都
大
主
教
で
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
山
げ
の
「
外
務
大
臣
」
に
相
表
す
る
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
キ
リ
ー
ル

町
内
ユ
ロ
〈
O
ロ
∞
5
0
H
S島
が

出

席

し
た
。
こ
の
公
会
議
は
合
権
を
持
た
ず
、
代
表
機
関
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
民
族
的
諸
力
を
一
つ
に
緩
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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総
主
教
庁
の
代
表
者
は
、
「
愛
盟
主
義
的
」
勢
力
と
妥
協
を
図
る
た
め
に
こ
れ
と
接
触
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
ぞ
れ
は
〈
民
族
主
義
的

路
線
〉
に
回
帰
す
る
ロ
シ
ア
正
教
会
の
姿
で
あ
っ
(
問
。
そ
れ
だ
け
に
民
主
主
義
的
な
時
代
の
風
潮
に
触
れ
よ
う
と
す
る
状
況
に
な
か
っ

た
。
「
公
会
議
」
は
、
お
そ
ら
く
総
主
教
と
調
整
し
、
最
高
の
権
威
の
印
象
を
与
え
る
声
明
文
そ
手
渡
し
た
。
「
外
部
か
ら
宗
教
的
に
侵

入
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
試
み
も
、
断
関
と
し
て
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
リ
タ
ス
的
な
隠
れ
蓑
の
も
と
に
彼
ら
は
接
近
し

で
く
る
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
伝
道
活
動
は
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

(3) 

世
論
操
作
と
修
正
案
を
め
ぐ
る
攻
防

〈金

総
主
教
庁
の
主
猿
を
擁
護
す
る
世
論
操
作

外
国
系
宗
教
団
体
の
活
動
を
制
限
す
べ
き
だ
と
い
う
論
文
が
多
く
発
表
さ
れ
た
。
大
(
総
)
主
教
が
、
ま
ず
信
教
の
自
由
の
活
動
の

制
限
の
擁
護
者
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
般
に
広
ま
っ
た
「
伝
統
的
宗
教
」
と
い
う
概
念
を
用
い
た
。
こ
の
概
念
の
な
か
に
は
正
教
会
、
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イ
ス
ラ
ム
教
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
ヵ
ト
リ
シ
ズ
ム
が
包
摂
さ
れ
た
。
出
体
制
下
で
も
、
「
弱
音
主
義
派
・
パ
プ
テ
ス
ト
合
同
教
会
」

は
存
在

し
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
は
、
「
信
統
的
」
教
会
の
範
嬢
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

一
六
世
紀
以
来
、

ロ
シ
ア
で
他
の
宗
教
問

体
か
ら
、
そ
の
存
荘
を
恐
れ
ら
れ
て
い
た
ル
タ
i
派
教
会
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
に
属
す
る
が
ゆ
え
に
「
↑
伝
統
的
宗
教
」
と
し

て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
「
伝
統
的
」
と
は
、

ロ
シ
ア
正
教
会
が
支
配
的
特
権
を
も
っ
教
会
で
あ
る
こ
と
を
、
成
定
の

し
て

承
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

@ 

連
邦
議
会
に
棚
流
出
さ
れ
た
修
正
案

こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
、

一
九
九
三
年
五
月
、

ロ
シ
ア
宗
教
法
の
修
正
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
五
月
の
や
葉
ま
で

。
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、

ア
レ
ク
セ
イ
ニ
世
が
外
出
州
系
宗
教
団
体
の
活
動
を
制
限
す
る
よ
う
提
案
を
明
ら
か
に
し
た
五
月
の
一

O
日
以

降

鵠
の
論
文
が
発
表
さ
れ
、
六
回
乃
に
は

一
五
の
論
文
が
公
表
判
ぐ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
六
月

日
、
第

読
会
で
採
択
、
六
丹



O
B
に
第

の
審
議
が
開
始
さ
れ
、
七
月
一
関
白
、
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
問
年
七
丹
、
第
コ

に
お
い
て
補
充
を
求
め
ら
れ
た
条
項
、
と
く
に
宗
教
出
体
の
無
神
論
的
自
体
の
宿
家
か
ら
の

分
離
を
規
定
し
た
宗
教
法
第
八
条
に
、
「
留
は
、
肢
史
的
伝
統
、
岬
演
習
、
国
民
的
・
文
化
的
自
立
性
、
芸
術
及
び
そ
の
他
、

ロ
シ
ア
巡

邦
の
民
族
の
文
化
的
水
準
会
保
証
し
、
促
進
す
る
宗
教
組
織
、
?
ン
ア
連
邦
の
伝
統
的
宗
派
を
支
持
す
る
」
の
文
一
一
百
合
追
加
要
求
し
た

こ
と
は
、

口
、
ン
ア
正
教
会
の
意
向
的
・
を
強
く
読
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

九
九
二
一
年
八
丹
に
宗
教
法
の
、
っ
ち
削
除

を
要
求
さ
れ
た
条
項
が
あ
っ
た
。
「
信
教
の
自
由
」
に
つ
い
て
の
一
般
幾
定
は
存
続
し
た
も
の
の
、
宗
教
法
第
一
五
条
に
定
め
た
宗
教

品
約
一
信
条
の
権
利
の
う
ち
「
市
長
が
良
ら
の
宗
教
的
信
条
令
自
由
に
選
、
び
、
実
践
し
、
こ
れ
を
自
由
に
変
更
す
る
権
利
」
と
い
う
文
…
一
8
を

制
削
除
要
求
し
た
。
さ
ら
に
、
宗
教
的
典
礼
及
、
び
儀
式
を
定
め
た
宗
教
法
第
二
二
条
の
う
ち
「
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
宗
教
的
団
体

を
つ
く
り
、
宗
教
的
見
解
及
び
確
信
を
口
頭
及
び
文
畿
で
表
明
し
、
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
神
奉
任
詰
礼
拝
に
参
加
し
、
か
つ
宗
教
的
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典
礼
を
行
う
権
利
を
有
す
る
」
と
い
う
丈
一
言
も
削
除
を
姿
求
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
二
一
条
は
、
外
国
か
ら
教
会
へ
の
協
力
が

ロシア宗教j去の和j定とその問題点、け青水)

「
ロ
シ
ア
連
邦
の
社
会
的
道
徳
規
範
に
違
反
す
る
」
場
合
は
、
「
麗
家
機
関
」
に
ロ
シ
ア
に
旅
行
寸
る
こ
と
を
禁
止
す
る
権
限
を
与
え
て

い
る
が
、
こ
の
条
項
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
解
釈
の
可
能
性
を
与
え
て
い
る
。

@ 

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
い
反
対

し
か
し
こ
の
後
、
状
況
は
変
化
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
E

ロ
シ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
大
河
教
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
コ
ン
ド
ル
シ
ェ
ヴ
f

チ
、
H
J

立
さ
印
刷
町
内
O
ロ
今
回
出
5
3
n
y
が
民
対
の
意
を
表
明
、

つ
い
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
自
由
教
会
が
反
対
の
決
議
を
行
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
諸
教
会
は
、
ロ
シ
ア
で
提
案
さ
れ
た
法
律
に
た
い
し
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
に
決
議
で
一
反
対
す
る
よ
う
、
か
な
り
多
数
の
連
邦
議

会
議
員
が
働
き
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
ス
ク
ワ
の
総
主
教
庁
の
竪
務
長
は
信
教
の
白
出
慌
の
制
限
の
働
き
を
弁
護
し
た
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
間
際
世
論
を
考
慮
し
て
か
、
八
月
四
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
こ
の
修
正
案
を
厳
し
く
非
難
、
議
会
に
差
し
腐
し
た
。
外
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国
系
宗
教
関
体
の
権
利
の
縮
減
も
、
「
伝
統
的
」
宗
教
毘
体
へ
の
特
権
の
賦
与
も
許
容
さ
れ
な
い
、
ロ
シ
ア
憲
法
に
違
反
す
る
、
と
言

(
叩
ぬ
)

明
し
た
ο

篠
か
に
、
何
年
一
一

月
二
五
日
に
公
布
、
期
日
施
行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
迷
邦
懇
法
第
二
八
条
に
よ
れ
ば
、
「
各
人
に
良
心
の
自

曲
、
信
仰
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
自
由
は
、
偶
人
と
し
て
の
、
ま
た
は
他
人
と
共
同
し
て
任
意
の
宗
教
を
信
悔
し
、
も
し

く
は
い
か
な
る
宗
教
も
信
仰
し
な
い
権
利
、
な
ら
び
に
宗
教
的
及
び
そ
の
他
の
信
条
を
自
由
に
選
択
し
、
こ
れ
を
信
じ
、
広
め
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
行
動
す
る
権
利
を
含
む
」
旨
を
規
定
し
、
さ
ら
に
、
憲
法
第
一
口
一
条
に
よ
れ
ば
、
「

φ

ロ
シ
ア
連
邦
に
お
い
て
は
、

イ

デ
オ
ロ
v
f
i
(
思
想
)
の
多
元
性
を
認
め
る
。
窃

い
か
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
(
思
想
)
も
、
こ
れ
を
霞
家
的
ま
た
は
義
務
的
な
も
の

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
@

ロ
シ
ア
連
邦
に
お
い
て
は
、
政
治
的
多
元
性
、
複
数
政
党
制
が
認
め
ら
れ
る
。
川
町

社
会
団
体
は
、

法
の
前
に
平
等
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
い
ま
だ
施
行
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
ポ
ス
ト
・
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
ふ
さ
わ
し

〈
ぬ
)

い
〈
多
元
主
義

V
時
宍
の
潮
流
に
逆
行
す
る
誇
り
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
何
回
汚
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
ま
っ
た
く
反
対
の
見
解
を
表
明
し
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て
い
た
の
で
混
迷
の
様
相
を
深
め
た
と
も
言
え
る
が
、
外
閥
系
の
宗
教
団
体
の
活
動
を
制
限
し
よ
う
と
躍
起
に
な
る
こ
と
も
多
く
の
開

議
を
含
ん
で
い
た
。

ま
た
「
伝
統
的
宗
教
」
と
「
非
伝
統
的
宗
教
」
と
二
分
す
る
こ
と
も
問
題
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ト

リ
ッ
カ
ー
は
、
①
支
配
的
な
特
権
を
も
っ
ロ
シ
ア
正
教
会
、
②
制
制
限
さ
れ
た
権
利
を
も
っ
宗
教
関
体
で
あ
る
が
、
関
で
「
ロ
シ
ア
で

伝
統
的
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た
諸
宗
教
関
体
、
母
線
滅
さ
れ
た
権
利
を
有
す
る
宗
教
自
体
、
す
な
わ
ち
一
九
九

O
年
以
後
、
始
め
て

(
紛
)

つ
の
宗
教
団
体
に
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
で
も
、
宗
教
法
制
定
(
一
九
九

O
年
)

登
録
さ
れ
た
外
密
系
の
宗
教
盟
体
な
ど
、
一

以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
、
舎
の
範
轄
よ
り
窃
の
範
幡
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

告

?
ン
ア
連
邦
政
府
の
動
き

以
上
の
よ
う
な
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
動
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
連
邦
懇
法
施
行
後
、

九
九
四
年
四
月
、
連
邦
政
府
は
、
外
盟
系
の



宗
教
鴎
体
の
自
由
な
活
動
に
た
い
し
、
宗
教
盟
体
の
登
録
に
つ
い
て
定
め
る
、
諜
教
法
第
一
七
条
に
「
外
国
系
の
宗
教
組
織
の
代
表
者

は
、
ロ
シ
ア
連
邦
領
土
で
も
つ
ば
ら
ロ
シ
ア
宗
教
組
織
の
諮
議
に
も
と
づ
い
て
、
登
録
に
関
守
る
法
規
に
定
め
る
伎
務
の
範
酪
内
で
話

動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

と
い
う
文
替
を
追
加
要
求
し
た
。
委
員
会
の
法
律
案
の
審
議
は
、
長
引
い
た
。

…
九
九
四
年
秋
、
下
院
で

議
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
終
的
法
案
は
、

丹
、
下
院
に
提
出
さ
れ
た
。

〈
信
教
の
白
山
間
〉
の
反
対
者
の
最
大

一
九
九
阻
年
一

関
心
事
は
、
四
つ
の
核
心
的
な
条
項
に
お
い
て
法
文
比
さ
れ
た
。
発
案
考
に
は
、
次
の
閲
つ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

mwそ
の
真
理
と
滋

態
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
矛
慰
す
る
よ
う
な
宗
教
間
体
を
簡
題
な
く
禁
止
す
る
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
、

mw外
酪
系
の
宗
教
組
織
の

活
動
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
、
窃
閣
が
宗
教
生
活
を
統
制
す
る
こ
と
、

mw
正
教
会
の
宗
教
教
務
が
公
立
学
校
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と

な
ど
が
問
慾
に
な
っ
た
。

常
に
し
か
も
こ
れ
は
公
然
と
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
案
に
は
、
民
族
主
義
者
、

モ

ス
ク
ワ
の
総
主
教
庁
が
常
に
主
張
し
て
い
る
規
定
が
欠
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
欠
欽
が
モ
ス
ク
ワ
の
総
主
教
庁
を
支
援
す
る
関
側
、
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と
い
っ
て
も
連
邦
政
府
の
主
張
す
る
法
律
的
な
根
拠
と
な
っ
た
。

〈
信
仰
告
自
の
自
由
〉
の
行
使
に
係
わ
る
一
九
九
三
年
以
来
、
提
示
さ
れ
て
い
た
第
四
条
問
項
に
は
、
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
危

ロシア宗教j去の制定とその問喜重点(i毒水)

く
す
る
、
社
会
的
、
人
種
的
、
民
族
的
、
ま
た
は
宗
教
的
争
い
の
原
因
に
な
る
も
の
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
争
、
暴
力
、
憎
悪
を
か
き
た

て
る
宗
教
組
織
の
創
設
と
活
動
は
、
禁
止
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
活
動
で
非
法
律
的
な
強
行
措
毅
を
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の

肉
体
的
、
精
神
的
及
び
道
徳
的
な
健
康
を
指
な
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
な
か
に
は
、
麻
薬
そ
の
他
の
紙
静
剤
の
使
用
に
よ
る
も
の
、

公
共
の
道
徳
に
反
す
る
卑
狼
な
、
か
っ
そ
の
地
の
活
動
に
よ
る
も
の
が
入
る
。
ま
た
そ
の
活
動
の
日
的
、
本
来
の
性
格
を
裏
切
る
も
の

で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
に
お
け
る
外
慢
の
宗
教
組
織
の
活
動
に
対
す
る
第

開
条
問
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
外
用
閥
系
の
宗
教
組
織
は
、

ロ
シ
ア
宗
教
組
織
側
の
托
表
絡
が
こ
れ
を
設
聾
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
代
表
者
は
、
醸
の
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官
庁
で
派
遣
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
・
こ
の
代
表
者
の
派
議
は
、
当
該
宗
教
組
織
が
ロ
シ
ア
の
顕
民
的
立
法
の
意

味
で
留
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
拠
が
、
将
来
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
場
合
、
痕
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
外
出
系

の
宗
教
組
織
の
代
表
者
は
、

ロ
シ
ア
連
邦
の
領
域
で
は
、
そ
の
組
識
が
ロ
シ
ア
宗
教
組
織
の
招
請
状
が
予
め
呈
示
さ
れ
る
場
合
1183335i
こ

れ
は
登
録
法
規
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

i
i
に
の
み
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

L... 

(4) 

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
勧
告
的
意
見
番
と
意
見
聴
取

① 

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
勧
告
的
意
見
書

こ
れ
ら
の
政
府
案
に
対
し
て
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
そ
の
一
九
九
五
年
一
月
の
勧
告
的
意
見
舎
で
、
強
い
姿
勢
で
批
判
し
た
。

と
く
に
第
一
盟
条
四
項
は
、
こ
れ
を
追
加
す
る
こ
と
な
く
削
除
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
憲
法
第
二
八
条
が
、
「
何
人
に
も
信
仰
の
自
由

を
保
鰭
し
て
い
る
」
こ
と
が
想
恕
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ロ
シ
ア
に
お
け
る
外
題
人
の
権
創
刊
を
縮
減
す
る
第
一
路
条
の
修
正
案
は
憲
法

〈

M
M
)

に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。

-36-

}
の
立
場
(
見
解
)
は
、
大
統
領
府
の
首
席
補
佐
賀

R

に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ぷ二

オ
レ
ホ
ブ
o
g
n
y
o
d司

リ
ツ
イ
ン
は
、

一
九
九
五
年
二
月
一
九
臼
に
こ
れ
に
箸
名
し
た
。

一
カ
月
後
、
さ
ら
に
下
院
宛
の
大
統
領
府
〈
大
統
領
府
の
他
の
首
席

補
佐
宮
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
)
の
警
簡
が
送
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
下
続
は
、

月

九
日
の
大
統
領
の
見
解
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
抑
圧

的
な
政
府
案
を
強
く
支
持
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
役
職
者
間
の
向
調
が
大
統
領
府
で
得
ら
れ
る
こ
と
は
決
し

(
必
)

て
起
こ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

<ID 

意
見
聴
取
i
i
z
-
パ
l
カ
i
の
晃
解
表
明

i
i

良
心
自
由
委
員
会
は
「
?
ン
ア
連
邦
に
お
け
る
良
心
の
自
由
及
び
人
権
に
関
す
る
」
法
律
に
つ
い
て
、

九
九
五
年
二
月
一
四
日
、

初
め
て
議
会
の
公
聴
会
を
開
く
こ
と
に
決
め
た
。
も
ち
ろ
ん
下
読
が
、
専
門
家
の
見
解
の
支
持
を
引
き
だ
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
良
心



の
自
由
の
擁
護
者
に
は
う
ま
く
い
っ
た
。
と
く
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
教

E
a
パ
i
カ
i
摂

U
S
∞mwnr貨
の
見
解
表
明
に
は
大
き
な
関

心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
宗
教
閤
体
の
多
甑
牲
を
「
良
い
」
と
か

い
」
と
い
っ
た
規
準
〔
範
鵜
〕
で
制
約
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
は
っ
き
り
と
述
べ
た
。
宗
教
組
犠
の
個
々
の
代
表
者
は
、
彼
ら
が
刑
事
事
件
で
隷
令
負
い
、
興
事
法
上
、
追
及
さ
れ
る
場
合
、
そ
の

都
度
、

い
」
も
の
と
し
て
、
扱
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。

こ
う
し
た
専
門
家
の
意
見
が
聴
取
さ
れ
た
後
、
政
府
案
の
決
定
は
直
ち
に
は
期
待
が
も
て
な
く
な
っ
た
。
聴
取
の
資
料
お
よ
び
舟
容

九
九

O
年
の
宗
教
法
と
こ
の
法
律
の
修
正
案
に
つ
い
て
の
政
府
案
と
さ
ら
に
小
僚
子
は
と
も
に
臨
収
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
総

〈
日
目
)

主
教
庁
は
こ
の
公
穂
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
c

み
也
、

(5) 

オ
ウ
ム
事
件
と
そ
の
影
響

命

オ
ウ
ム
事
件
の
発
生
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
外
悶
系
の
宗
教
間
体
の
活
動
の
自
舟
の
問
題
は
一
応
決
策
が
み
ら
れ
た
が
、
公
聴
会
で
参
考
人
の
意
見
が
聴
取

{

M
哨

)

さ
れ
た
(
一
一
一
月
二

oa)
後
、
オ
ウ
ム
真
理
教
日
セ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
東
京
地
下
鉄
で
サ
リ
ン
事
件
が
是
こ
っ
た
。
こ
の
オ
ウ
ム

ロシア宗教法のが.J)Eとその問喜重点(液水)

理
教
が
間
体
と
し
て
登
錯
し
、
ロ
シ
ア
に
拠
点
を
置
い
た
の
は
、

九
九

一
年
重
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
'
ラ
ジ
オ
の
宣
伝
番
組
や
コ
ン
サ
i

ト
な
ど
布
教
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
開
始
後
、

(

げ

叩

)

海
外
絞
大
の
拠
点
と
な
っ
た
。

一
年
間
で
ロ
シ
ア
市
民
の

万
人
な
い
し
一
二
万
五
千
人
の
傍
徒
を
獲
得

九
九
五
年
四
月
、
前
述
の
サ
リ
ン
事
件
を
製
機
と
し
て
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
彼
ら
の
活
動
は
禁
止

さ
れ
た
。
宗
教
法
に
対
す
る
重
大
な
遼
反
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
違
反
が
、
受
誌
の
抹
消
及
び
モ
ス
ク
ワ
の
オ
ウ
ム
の
建
物
の

押
収
の
唯
一
の
根
拠
に
な
っ
た
。
こ
の
組
織
の
教
組
は
、
(
彼
ら
か
A

り
す
れ
ば
J

外
出
入
で
あ
り
、
外
罰
で
の
み
活
動
し
、
そ
の
指
導

(

刊

明

)

部
は
、
ロ
シ
ア
の
問
問
境
外
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
リ
ン
事
件
を
契
機
と
し
て
、

ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
セ
ク
ト
に
反
対
す
る
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
興
奮
の
柑
椅
に
包
ま
れ
た
。
ォ
ゥ
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ム
事
件
に
対
し
て
伺
セ
ク
ト
の
活
動
の
禁
止
等
の
判
決
が
下
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
ロ
シ
ア
正
数
以
外
の
宗
教
間
体
に

対
し
て
も
厳
し
い
告
発
の
声
が
起
こ
っ
た
。

φ 

保
守
派
の
動
き
と
そ
の
反
発

」
う
し
た
印
象
の
も
と
に
、
ド
視
は
、
そ
の
第

羽
目
、

一
九
九

O
年
の
宗
教
法
の
修
正
案
に
賛
成

九
九
五
年
四
月

し
た
。

G
-
ヤ
プ
リ
ン
ス
キ

i
c
z
m叫C
コ戸川知名目叫

g
r
a
の
所
属
す
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の

w-
サ
ヴ
ィ
ス
キ
巧
丘
町
江
∞
除
名

E
E

は
こ
の
案
を
捻
出
し
た
。
宗
教
法
第
盟
条
の
連
加
条
市
明
は
基
子
の
明
確
な
文
一
首
を
含
ん
で
い
た
。

「
関
家
の
安
全
と
公
共
の
秩
序
を
脅
か
す
宗
教
組
織
の
創
設
及
び
活
動
は
、
禁
止
さ
れ
る
い
と
い
う
築
で
あ
る
。
こ
こ
で
叶
民
家

。〉

と
「
公
共
の
秩
序
」
と
い
、
つ
概
念
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
概
念
は
、
き
わ
め
て
漠
然
と
し
て
お
り
、
き
わ
め

て
恋
意
的
な
解
釈
を
許
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
文
替
の
法
文
化
に
よ
っ
て
、

い
か
な
る
組
織
も
「
国
家
の
安
全
」
に
た
い
す
る
途

-38-

反
を
事
自
に
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
懸
念
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
が
提
出
さ
れ
た
日
よ
り
一

O
臼
後
、
四
丹
二
回
目
、

コ二

リ
ツ
イ
ン
は
こ
の
よ
う
な
変
吏
は
箸
名
し
て
承
認
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
、
と
強
い
誠
子
で
非
難
し
た
。
下
院
で
提
出
さ
れ
た
法
律

案
は
、
本
糞
的
に
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
関
係
の
規
制
を
対
象
と
し
た
c

こ
の
法
律
案
で
は
公
的
組
織
の
創
設
と
活
動
を
禁
止
す

る
憲
法
の
第
一
一
一
一
条
の
五
項
に
「
ロ
シ
ア
連
郊
の
懇
法
体
制
の
原
則
の
暴
力
的
変
更
及
、
ぴ
ロ
シ
ア
連
邦
の

体
性
の
侵
害
、
国
家
の
安

全
保
障
の
破
壊
、
武
装
部
隊
の
編
成
、
社
会
的
、
人
種
的
、
民
族
的
珪
び
宗
教
的
な
憎
患
の
一
扇
動
を
目
的
と
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
行

(
特
)

為
を
行
う
社
会
開
体
の
設
立
及
び
活
動
は
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
」
設
の
規
定
に
言
友
し
て
い
る
c

口
、
ン
ア
連
邦
憲
法
で
、
宗
教
級
織

が
合
的
組
織
と
し
て
定
義
さ
れ
る
の
は
、
態
語
第

一
条
で
、
と
り
わ
け
宗
教
的
な
世
界
観
が
含
ま
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
多
稼
性
が

問
題
と
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
G

憲
法
第
一
四
条
は
、
さ
ら
に
明
示
的
な
宗
教
と
宗
教
組
織
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
ロ
シ
ア

憲
法
第
一
四
条
で
は
(
こ
こ
で
法
文
化
さ
れ
た
宗
教
の
枠
付
け
を
と
お
し
て
て
ロ
シ
ア
連
邦
の
世
俗
的
な
性
格
と
そ
の
民
主
的
な
基



(
品
開
〉

盤
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
る
。

③
ヤ
ク
i
ニ
ン
と
ポ
ル
シ
ユ
チ
ヨ
フ
の
反
対
案

こ
の
議
論
の
さ
な
か
に
、
民
主
主
義
的
な
議
員
で
あ
り
、
一
向
祭
で
あ
る

G
-
ヤ
ク

i
ニ
ン
や

w-ポ
ル
シ
ユ
チ
ヨ
フ
宅
色
時
江
∞
号
'

出
向
宮
出
口
町
H
O
d

唱
は
、
連
邦
政
府
案
に
対
し
て
、
下
院
の
券
議
委
員
会
に
「
良
心
の
自
由
及
び
そ
の
保
持
の
保
障
に
関
す
る
い
法
律
案
司
令
w

提
出
し
た
。
こ
の
法
律
案
は
あ
る
意
味
で
奇
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
法
律
案
は
一
九
九

O
年
以
後
、
実
効
的
で
あ
っ
た
も
の
を
再

度
、
法
文
先
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
提
案
は
、
現
行
の
法
律
に
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
衝
突
す
る
こ
と

を
露
に
し
た
た
め
に
関
心
が
も
た
れ
た
こ
と
令
示
す
。
た
と
え
ば
、
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
は
、
個
々
の
翁
と
宮
庁
と
調
整
の
約
束
を
結

ぶ
権
利
会
与
え
ら
れ
た
。
と
く
に
教
会
と
隠
防
省
と
が
協
力
す
る
こ
と
で
に
大
衆
に
不
快
感
を
与
え
た
。
軍
の
学
校
や
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
国
の
費
用
で
教
会
が
設
立
さ
れ
た
。
正
教
会
の
司
祭
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
は
、
そ
の
紡
衛
義
務
i
ー
そ
の
な
か
で
は
、
彼
ら
は
、

-39-

しミ

か
な
る
武
器
も
携
帯
し
な
く
て
も
よ
い

i
iを
特
別
れ
部
隊
に
吸
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
指
誌
の
教
会
区
の
管
理
部
門
は
、

ロシア宗教j去の制定とその問題点(清水}

総
主
教
庁
の
教
会
の
再
建
な
い
し
新
築
の
大
が
か
り
の
財
政
援
助
を
行
っ
て
い
た
が
、
問
時
に
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
よ
り
搾
取
さ
れ
、
破

壊
さ
れ
た
他
の
宗
派
の
礼
拝
堂
を
、
こ
れ
ら
宗
派
に
返
渡
す
る
こ
と
は
断
っ
た
。
総
主
教
及
び
協
の
官
吏
が
い
か
な
る
約
束
を
結
ぶ
際

に
も
、
こ
の
よ
う
な
協
定
は
1
1
モ
ス
レ
ム
(
イ
ス
ラ
ム
教
)
ま
た
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
の
開
に
結
ば
れ
る
際
に
は
保
障
し
た
も
の
の

i

(
m川
)

i
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の
約
束
は
空
文
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
の
特
権
北
を
背
景
に
し
て
、
ヤ
ク
!
ニ
ン
と
ボ
ル
シ
ユ
チ
ヨ
フ
の
提
案
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「

国
及
び
地
方
の
官
庁
が
一
つ
ま
た
は
数
個
の
宗
教
組
織
を
俊
遣
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

閣
は
、
宗
教
組
織
お
よ
び

そ
の
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
組
織
に
い
か
な
る
物
質
的
援
助
も
与
え
な
い
。
留
の
公
務
銭
は
、
そ
の
職
務
上
の
地
殺
を
|
i
市
民
に
そ
の
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宗
教
と
の
関
係
に
影
響
を
及
ば
す
よ
う
な
か
た
ち
で

i
l
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
(
第
五
条
)
。

べ
て
の
国
及
び
地
方
の
学
校
施

設
に
お
け
る
教
育
は
低
俗
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
い
(
第
六
条
)
。

ヤ
ク
!
ニ
ン
と
ボ
ル
シ
ユ
チ
ヨ
フ
の
提
業
は
、
審
議
委
員
会
で
五
丹
一
八
日
、
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
良
心
自
治
委
長
会
に
送
付
さ
れ

た。

一
九
九
五
年
秋
、
議
会
で
は
、
す
で
に
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
下
院
は
、
四
月

関
誌
、
信
仰
告
白
に
関
す
る
法
律

を
補
充
す
る
政
府
案
に
賛
成
し
た
。
良
心
自
由
委
員
会
は
、
四
月
一
間
四
日
の
政
府
案
も
、
ヤ
ク

i
ニ
ン
と
ボ
ル
シ
ユ
チ
ヨ
フ
の
提
案
も

無
視
し
た
が
、

C
月
五
日
、

連
の
補
充
法
文
を
含
む
法
律
業
を
提
出
し
た
。
新
た
な
法
文
は
、
政
府
案
(
信
教
の
自

…
九
九
五
年

由
を
制
限
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
)
と
ヤ
ク
1

ニ
ン
と
ボ
ル
シ
ュ
チ
ヨ
フ
の
提
案
と
の
妥
協
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

結
局
、
機
構
上
の
関
連
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
阿
茶
の
相
互
に
矛
属
す
る
規
定
の
寄
せ
集
め
と
し
て
呈
示
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ヤ

ク
ー
ニ
ン
と
ボ
ル
シ
ュ
チ
ョ
フ
の
提
案
か
ら
、
第
四
条
の
新
法
文
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
民
主
的
立
場
が
反
映
さ
れ
た
。

-40-

「
ロ
シ
ア
は
、
世
俗
間
家
で
あ
り
、

い
か
な
る
宗
教
も
、
盟
教
で
あ
る
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。

一
つ
ま
た
は
数
個
の
宗
教
組
識
の

た
め
に
何
ら
か
の
特
権
を
与
え
、
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
ο
」

そ
の
他
の
筒
所
で
、
新
た
な
裕
充
に
よ
っ
て
宗
教
の
自
由
の
制
限
を
意
躍
す
る
政
府
案
が
採
択
さ
れ
た
。
「
そ
の
目
的
と
そ
の
活
動

で
公
共
の
安
全
及
び
秩
序
に
違
反
し
、
国
家
の
安
全
を
危
う
く
し
、
さ
ら
に
道
徳
を
汚
す
宗
教
組
織
の
活
動
は
、
禁
止
す
る
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宗
教
組
織
の
禁
止
に
つ
な
が
る
根
拠
の
長
い
リ
ス
ト
ご
九
九
四
年
二
月
の
案
)
は
、
現
実
に
は
変
一
史
さ
れ

(
滋
〉

一
条
に
な
っ
て
い
る
。

る
こ
と
な
く
新
た
な
第

一
条
に
委
譲
さ
れ
た
。
殆
ど
同
じ
「
反
布
教
的
な
」
諸
規
定
が
、
こ
の
案
の
第

5 

あ
と
が
き
に
か
え
て
l
iそ
の
後
の
動
向
l
l

}
 

喝

2
4(
 
最
近
の
提
案

九
九
六
年
中
葉
以
後
、
現
在
ま
で
に
下
焼
に
細
流
出
さ
れ
た
宗
教
法
そ
変
更
す
る
修
正
案
が
一
九
九
五
年
四
月
一
四
日
、
下
院
の
第



一
読
会
で
採
択
さ
れ
た
一

つ
の
案
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
何
年
一

O
月
五
日
に
提
案
と
し
て
審
議
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か

で
な
い
が
、

一
九
九
六
年
七
月
一

O
B
に
再
び
「
信
仰
告
自
の
自
由
に
関
す
る
法
律
」
を
採
決
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
下
院
は
、

共
産
党
党
縄
県

V
-
ソ
ル
カ
ル
ツ
ザ
ム
ブ
〈
房
付
C

吋∞
2
rと
脱
出
場
も
、

一
九
九

C
年
の
宗
教
法

;iす
べ
て
の
宗
派
の
絶
対
的
な
法
的
平
等

を
保
障
す
る
!
i
の
採
択
以
来
、

〈
信
教
の
白
出
〉
に
反
対
す
る
者
が
論
拠
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
論
議
を
繰
り
返
し
た
に
過
ぎ
な

しミ
。

宗
教
の
領
域
に
お
い
て
?
「
法
的
な
空
白
」
が
題
夜
北
し
た
。
セ
ク
ト
が
増
大
し
、
至
る
と
こ
ろ
で
、
外
国
系
の
宗
教
部
体
が
積
極

的
な
活
動
家
(
布
教
師
)
を
派
遣
し
、
布
教
の
場
所
を
広
げ
て
い
っ
た
。

九
九
O
年
の
宗
教
法
で
は
、
前
文
に
お
い
て
、
「
宗
教
の

自
自
は
、
他
の
人
び
と
の
自
由
と
権
制
約
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
制
制
限
に
の
み
従
う
」
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
一
九

九
六
年
七
回
乃
の
法
律
案
は
、
市
民
の
権
利
の
篠
保
と
と
も
に
「
閏
の
防
衛
の
確
保
と
屈
の
安
全
」
を
付
加
し
て
、
そ
の
必
要
性
を
主
張

-41← 

し
た

二
条
留
項
〉
。
「
閣
の
安
全
」
と
か
「
公
共
の
秩
序
」
と
い
う
概
念
の
導
入
は
、
全
体
主
義
の
笈
一
一
戸
口
に
み
ら
れ
る
法
文
書
の
法

律
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
懸
念
の
声
が
聞
か
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
概
念
は
、
完
全
に
議
滅
し
た
警
で
あ
り
、
出
ソ
ピ

ロシア宗教i去のftiiJ定とその問題点(i青水}

エ
ト
体
制
下
で
裁
判
所
と
宮
東
に
よ
り
、
ま
た
恋
意
的
、
か
つ
自
ら
の
欲
す
る
ま
ま
に
解
釈
さ
れ
た
し
、
そ
の
余
地
会
残
し
て
い
る
か

(
位
)

ら
で
あ
る
。

一
九
九
む
年
の
宗
教
法
で
は
、
「
信
教
の
自
由
」
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
市
民
と
間
と
く
外
酉
市
民
及
、
ぴ
加
熱
器
籍
者
に
も
同
等
の
権
利
が

保
障
さ
れ
て
い
た
が
、
新
法
律
案
か
ら
は
、
こ
の
条
項
は
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
新
法
律
案
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
文
言
を
排
除
す
る
こ

九
九

O
年
の
宗
教
法
の
第
蕊
条
「
係
部

(
日
山
〕

告
自
の
由
民
府
の
保
隊
」
の
爽
鷲
的
内
容
は
損
な
わ
れ
、
純
粋
に
笠
言
的
性
格
し
か
も
た
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
も
あ
れ
こ

と
は
、
所
轄
官
庁
に
は
容
務
に
行
わ
れ
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

の
よ
う
に
新
法
待
業
は
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
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(2) 

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
ア
レ
キ
セ
イ
二
世
訪
問

正
教
会
の
復
活
祭
、
す
な
わ
ち
一
九
九
七
年
四
月
}

七
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
?
ン
ア
正
教
会
と
そ
の
社
会
の
安
定
化
へ
の

貢
献
を
評
価
し
た
。
「
?
ン
ア
正
教
会
は
、
子
ン
ア
の
社
会
生
活
に
お
い
て
特
別
な
地
位
を
占
め
て
き
た
。
同
教
会
は
、
そ
の
精
神
的
e

道
徳
的
な
価
値
を
発
展
さ
せ
、
強
化
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
平
和
と
合
意
を
遼
成
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
、

ロ
シ
ア
の
国
家
機
構
と
正
教
会
と
の
鶴
の
協
力
が
さ
ら
に
拡
濯
、
強
ル
ル
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
」
と
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
総
主
教
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
複
活
祭
礼
拝
に
出
席
し
た
が
、
彼
は
、

一
九
九
七
年
は
、
休
暇
の
ゆ
え
に
、
仙
伴

奉
仕
立
礼
拝
に
欠
席
す
る
と
怯
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に

V
-
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ジ
ン

5
E
2
♂
n
Z
3
0同
認
可
止
日
首
相
が

」
れ
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

別
の
機
会
に
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
総
主
教
に
対
し
て
す
べ
て
の
市
誌
の
幸
福
の
た
め
に
協
力
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

-42-

れ

よ
っ
て
、
本
年
も
、
わ
れ
わ
れ
祖
屈
の
精
神
的
・
選
穂
的
側
刷
新
へ
の
途
の
重
要
な
里
程
標
に
な
ろ
う
」
と
。

こ
れ
ら
の
発
習
で
、
見
逃
せ
な
い
の
は
、

G
2
W
誌

(

九
九
七
年
六
丹
号
)
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
が
宗
教
法
に

つ
い
て
の
諸
案
を
概
上
げ
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
の
総
主
教
庁
が
若
干
の
権
限
を
も
っ
て
、
特
則
加
な
地
位
を
要
求
し
、

同
特
に
?
ン
ア
に
お
け
る
そ
の
他
の
「
伝
統
的
な
」
宗
教
担
体
に
た
い
し
、
き
わ
め
て
強
い
か
た
ち
で
、
そ
の
権
限
を
縮
減
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
型
に
従
っ
て
、
す
べ
て
の
宗
教
団
体
お
ぴ
す
べ
て
の
セ
ク

ト
を
華
街
す
る
こ
と
な
く
平
等
な
権
利
を
与
え
よ
う
と
す
る
人
々
の
側
に
緩
み
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
、

〈
山
内
)

ツ
イ
ン
は
、
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
す
べ
て
の
法
律
案
に
た
い
し
、
結
否
権
を
発
動
し
て
き
た
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、

コニ

(3) 

宗
教
法
の
最
近
の
動
向

〈

ー
) 

以
上
、
?
ン
ア
宗
教
法
を
め
ぐ
る
争
い
が
い
か
に
嫌
烈
な
・
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
一
端
を
素
描
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、

コ二



リ
ツ
イ
ン
大
統
領
が
ロ
シ
ア
正
教
会
以
外
の
教
会
な
い
し
宗
教
関
体
の
最
後
の
希
翠
〔
の
星
〕
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

概
し
て
、

ロ
シ
ア
大
衆
は
、
信
教
の
自
砲
の
制
限
、

ロ
シ
ア
疋
教
会
以
外

モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
の
特
権
化
を
支
持
し
て
い
る
も
の
の
、

の
信
徒
を
追
世
一
目
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た
り
、
外
閉
閥
系
の
教
会
の
協
力
を
資
め
る
こ
と
に
加
担
し
て
い
る
わ
け
で
も
・
な
い
。
た
だ

(
お
)

O
年
宗
教
法
の
内
容
は
、
当
時
の
政
治
的
エ
リ
ー
ト
の
思
考
よ
り
自
由
・
民
主
主
義
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
九
九

〈

一~ 
) 

宗
教
法
は
、
西
側
指
向
的
と
一
一
夜
わ
れ
て
い
る
が
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
的
な
観
念
を
指
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
的
で
あ

る
。
ヤ
ク

i
ニ
ン
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
本
報
告
で
引
用
し
た
ク
ロ
ト
フ
の
論
考
も
、
基
本
的
に
は
、
形
式
的
な
平
等
の
民
主
主
義

理
解
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
宗
教
的
風
土
が
午
、

一
子
、
ぞ
れ
以
上
に
及
ぶ
小
規
模
の
宗
教
グ
ル
!
プ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
合
衆
拐
で
は
、
す
べ
て
の
宗
教
グ
ル

i
プ
の
絶
対
的
な
平
等
が
多
元
的
に
指
向
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
千
年
あ
る
い
は
千
年
以

ょ
に
わ
た
っ
て
成
長
し
て
き
た
国
民
的
教
会
を
も
ち
、
校
史
、
文
北
及
び
思
考
方
式
が
そ
れ
ぞ
れ
の
酷
民
を
特
徴
づ
け
て
き
た
ヨ

i
ロ
ツ

(
白
羽
)

ア
メ
リ
カ
的
な
平
等
主
義
が
現
実
に
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
く
、
と
き
に
は
衝
突
さ
え
す
る
。
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パ
諸
国
で
は
、

〈

一一) 

方
で
宗
教
組
織
に
巽
な
る
法
的
地
柱
を
与
え
、
他
方
で
全
体
主
義
的
な
セ
ク
ト
と
闘
う
た
め
の

ク
ロ
ト
フ
の
論
考
は
、

ロンア後教法の制定とその間霊重点{清水)

が
か
り
を
得
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
の
背
後
に
、
多
綾
な
、
全
体
主
義
的
な
i
i民
族
主
義
的
か
っ
自
共
産
、
疋
義
的

(
閉
山
)

な
i
i勢
力
を
隠
ぺ
い
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
る
が
、
正
当
な
指
摘
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
ロ
シ
ア
で
、

ロ
シ
ア
正
教
会
に
よ
り
敬
意
を
も
た
れ
て
い
る
宗
教
的
少
数
派
は
、
そ
の
権
利
を
著
し
く
縮
減
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ロ
ト
フ
は
エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領
が
八
億
教
の
自
由

V
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
あ
り
続
け
る
こ
と
に
期
待
合
寄
せ
て
い
る
。

一
九
九
六
年
六
月
六
月
一
五
ヨ
に
実
施
さ
れ
た
第
二
回
の
大
統
領
選
挙
で
エ
リ
ツ
ィ
ン
と
争
っ
た
共
産
党
の

G

ジ
ユ
ガ

四
ノ
フ
を
、
ロ

i
ト
は

ロ
ン
ア
連
邦
共
産
党
の
指
導
者
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
「
ロ
ン
ア
民
族
愛
一
間
樹
党
」
の
指
導
者
で
あ
る
、
と

一
読
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
共
産
主
義
的
な
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
宗
教
は
、
間
氏
に
と
っ
て
、
問
料
片
と
見
な
さ
れ
て
い
た
」
が
、
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い
ま
や
レ

i
ニ
ン
の
系
譜
に
属
す
る
、
い
わ
ば
孫
と
も
一
夜
、
つ
べ
き
ジ
ユ
ガ
ノ
フ
は
、
教
会
に
パ
ー
ト
ナ
!
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
ま
た

ロ
シ
ア
悶
家
成
立
に
際
し
て
の
ロ
シ
ア
正
教
会
の
積
議
的
な
役
割
を
評
価
し
て
い
る
。
外
国
の
宗
派
は
危
険
な
要
問
で
あ
り
、
そ
の
影

響
力
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
が
〈
民
族
主
義
的
〉
な
傾
向
を
露
に
し
た
と
し
て
も
お
か
し

く
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ジ
ユ
ガ
ノ
フ
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
正
教
会
を
伝
統
的
な
、
宗
教
的
立
倫
理
的
な
価
値
の
最
も
重
姿
な
淵
源
と

(
叩
岬
〉

考
え
て
い
る
」
と
し
、
正
教
会
の
代
弁
者
の
ご
と
く
に
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
五
)

一
九
九
七
年
七
月
、
「
良
心
の
自
由
お
よ
び
宗
教
信
体
に
関
す
る
法
律
(
案
ど
が
、
上
下
両
院
を
通
過

本
報
告
の
発
表
後
、

し
た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
同
月
一
一
一
日
、
こ
の
法
律
案
を
、
多
く
の
点
に
お
い
て
ロ
シ
ア
憲
法
に
矛
臆
す
る
、
と
く
に
憲
法

の
保
障
す
る
信
教
上
の
平
等
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
矩
苦
し
た
。
こ
の

九
九
七
年
新
宗
教
法
第
一
一
一
条
一
項
に
は

「
ロ
シ
ア
逮
邦
に
お
い
て
は
、
良
心
の
自
由
お
よ
び
信
締
官
・
自
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、

mm
項
に
「
由
民
は
、
法
律
の
前

-44-

に
平
等
で
あ
る
。
実
穏
に
市
民
的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
生
浩
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
、
自
ら
の
宗
教
な

い
し
宗
教
の
所
属
に
係
わ
り
な
く
平
等
で
あ
る
」
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
第
関
条
一
項
で
は
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
は
世
俗
図
家
で

あ
る
。
い
か
な
る
宗
教
も
、
国
教
ま
た
は
義
務
的
な
宗
教
で
あ
る
旨
を
宣
明
し
で
は
な
ら
な
い
。
宗
教
的
結
社
(
集
問
)
は
、
留
か
ら

分
離
さ
れ
、
法
律
の
前
に
平
等
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
法
案
で
は
、

一
五
年
前
に
驚
銭
さ
れ
た
宗
教
組
織
に
は
、

〈

M
W
)

〔
伝
統
的
〕
宗
教
関
体
と
し
て
の
資
格
を
認
め
、
そ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
宗
教
グ
ル

i
プ
と
を
庶
別
し
て
い
る
点
は
問
題
な
し
と
し

‘、、
a
o

争

h
O
L

(
ム
ハ
〉

さ
ら
に
ロ
シ
ア
議
会
は
下
院
が
、

一
九
九
七
年
九
月
一
九
日
、
上
院
(
連
邦
院
)
が
同
月
二
四
日
に
新
宗
教
法
を
可
決
し
た
。

こ
の
九
月
に
可
決
さ
れ
た
法
待
は
、
実
際
に
は
七
月
の
法
律
〈
案
〉
と
ほ
ほ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
若
子
修
正
さ
れ
た
変
更
を
含
む
も
の

に
す
ぎ
な
か
っ
た

c
G
2
W
誌
三
九
九
七
年
一
一
月
〉
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
新
宗
教
法
は
、
す
で
に
ロ
シ
ア
な
い
し
旧
ソ
連



に
お
い
て
一
五
年
以
上
、
公
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
宗
教
組
織
と
一
疋
年
と
い
う
保
証
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
新
興
の
宗

教
グ
ル
ー
プ
と
を
区
別
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
問
題
に
な
る
の
は
、
ロ
シ
ア
の
当
該
官
庁
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
公
的
〔
な
最
小
認
の
〕
存

在
の
規
準
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
〔
境
存
の
〕
宗
教
間
体
の
み
が
公
的
な
ゑ
訟
を
得
、
し

た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
特
権

!
l
す
で
に
ソ
ピ
エ
ト
日
出
家
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
特
権
を
得
て
い
る
!
i
を
享
受
す
る
こ
と
に
疑
義
が
も

ソ
ピ
ト
体
制
に
よ
り
登
錦
さ
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
閉
体
が
今
日
で

た
れ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
震
え
よ
う
。
逆
に
こ
れ
は
、

も
公
法
上
の
間
体
と
し
て
承
認
さ
れ
ず
、
ぞ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
た
特
権
を
享
受
す
る
こ
と
が
勺
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
度
、

ロ
シ
ア
法
務
省
が
、
モ
ス
ク
ワ
の
セ
ブ
ン
ス
デ
1
・
ァ
ド
ヴ
ェ
ン
テ
イ
ス
ト
教
会
の
指
導
部
の
報
告
に
暴
づ
き
、
変
更
さ
れ
た
宗
教
法

の
規
準
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
法
人
と
し
て
「
缶
統
的
」
宗
教
団
体
に
闘
機
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
権
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
た
。

こ
の
よ
う
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
教
会
に
も
か
な
り
配
惑
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
ロ
シ
ア
正
教
会
に
特
権
的
な
地
位
が
保
隊

(惚〉

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
安
定
で
き
な
い
。

ロシア祭教I去の制定とその問題点(潟水)
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(1)

本
総
は
、
宗
教
法
学
会
で
の
…
九
九
七
年
六
月
二

が
み
ら
れ
た
の
で
若
干
の
補
足
を
行
づ
た
。

自
の
筆
者
の
報
告
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
、
ロ
シ
ア
ウ
泳
教
法
を
め
ぐ
っ
て
き
ま
京
ま
の
動
き

{2)

匂
喜
一
川
N
R
Y
ぬ
会
h10喜
h

民
主
お
司
z
e
o
b
N
h
h訟
に
蕊
雪
。
ミ
FQh郁
qhHCE旬
間

w
o
z
r
g
《
富
山
戸
話
公
記
号
村
山

S
2
2「
C
去
要
訪
問
出
吋
芸

g
g呂
志
一
吉
宮
内
コ
mwcoz-
。

∞
円
三
器
時
M
R
密

C
2
z
g・
に
詳
し
い
。
本
報
告
骨
骨
川
弘
、
そ
の
後
、
伺
角
川

S
3
ぬぬ
phw.03ω

喜
久
お
立
と
さ
oph慾
ミ
号
、

c
o
w昏《
N
Z
E
F
M
W
0
5郁
容
器
内
一

F12

問MOEBα
コι
C
E
g
g
g叫
『
虫
吋

M
O
H
F
P
州
内
ド
Z
V
0
5
X
Cけ
¥()ω
円
安
開
票
仲
間
Y
出
向
夕
刊
ゆ
む
む
に
纏
め
ら
れ
た
。
な
お
開
閉
じ
シ
リ
ー
ズ
に
ひ
高
話
r
時一。ω命
的

H
Z
E
5
m
c
E

同州色気
5
2
v寝
苦
HN脅
さ
口
問
日
《
凶
器
a
c
a
m
w
M
H
a
C
C出
問
答
申
¥
お
忠
勝
阿
倍
お
が
あ
る
。
ロ

i
ト
教
授
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
名
後
教
授
の
政
治
学
者
で
沼
ソ
途
、
口

、
ン
ア
ぷ
よ
び
独
玄
関
家
共
肉
体
の
政
治
員
法
律
に
詳
し
い
。
ち
な
み
に
彼
の
父
は
オ
デ
ッ
サ
駐
授
の
外
交
官
で
端
同
学
に
縫
能
で
あ
っ
た
c

上
記
の
著
述
は
い
ず
れ

も
、
非
売
品
で
、
九
九
七
年
九
月
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
街
郊
外
の
務
者
名
を
訪
問
し
た
際
、
頂
献
酬
し
た
も
の
で
あ
る
。
向
教
授
は
、
数
多
く
の
品
恐
怖
考
を
発
表
し
て
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い
る
が
、
論
説
句
史
訟
に
芯
喜
弘
勾
丸
ぬ
5

3

5
ぬ
ま
た
6
3《
悼
む
号
。
F
2
2
一z
g
c
ω
H
8
4
Vコ
¥
忍
ミ
タ
¥A-
お
よ
び
同

N
5払
き
内
MHU尋
問
削
φ

門戸問一好

o
m
g
R
Sロ
唱
。
浮
き

ぎ
票
二
氏
。

22zwpm品
目
。
ま
け
《
宮
沢
民
yo--
詩
y
e
ロ
〉
吋

g
g
r
3
2
E刊
誌
与
問
。
詩

znrznY2
勺

E
鳴門
f

問
中
ミ
を
併
せ
て
晴
樹
齢
獄
し
た
。
記
し
て
謝
獲
を
決
す
る
。

(3)

潟
水
象
台
東
欧
革
命
と
祭
齢
制
!
I体
制
転
換
と
キ
ザ
ス
ト
教
の
後
織

i
i』
(
館
山
叫
今
一
九
九
七
年
)
六
一
一
…
炎
、
二
八
九
百
同
都
世
間
間
…
。
本
勢
で
は
、
ソ
逮
良
心
自

市
開
法
お
よ
び
宗
教
組
織
法
お
よ
び
ロ
シ
ア
宗
教
法
の
み
告
と
持
上
げ
た
が
、
ロ
ー
ト
の
む
守
主

hhhhん
い
法
的
内
定
食

8
3
5民一ぉ
shな
む
器
官
詩
文
利
冬
き
で
お
札
句
、
円
ミ
1

・協同出
z
G々
的

N
u
u
q
¥
ミ
ミ
v
s
m
w
M

で
は
ソ
連
よ
り
徐
注
し
た
う
ト
ヴ
イ
a

ア
共
犯
開
閉
で
、
{
泳
教
組
織
法
三
九
九

O
年
九
月
一
一
日
)
が
制
判
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

ロ
シ
ア
宗
教
法
制
制
定
後
に
、
ウ
ク

47fナ
北
ハ
釦
利
岡
酬
で
由
民
心
の
白
痴
お
よ
び
宗
教
組
織
法
ご
九
九
…
年
限
月
一
一
一
ニ
日
)
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
凶
で
良
心
の

a
aお
よ
び
宗
教
組
織
法
三
九
九
一
年
六
均
一
際
日
)
制
定
が
開
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
ド
イ
ツ
認
釈
が
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
。

(4)

ロ
シ
ア
宗
教
渋
は
、
大
筋
で
は
、
ソ
渡
良
心
出
岡
山
同
法
の
制
制
定
を
糊
踏
ま
え
て
、
内
容
約
に
よ
り
充
実
さ
せ
よ
ろ
と
し
た
法
徐
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が

ロ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
笑
際
に
は
ロ
シ
ア
宗
教
法
が
き
さ
に
勘
平
描
糊
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
〈
包

M
N
C
F
ト
守
色
町
ヲ
争
当
主
H
K
V
ミ
礼
ま
め
H
Q
Q
H
3
3
守

主

1
P
E
5

公
勾
円

hah寄
付
与
阿
佐
留
詰
円
。
霊
山
》
問
符
志
望
言
斗
}
耳
話
釦
∞

g
岱
け
吉
弘

5
3
g
p
uア
迄
浅
い
と

Hh戸
時
汚
水
・
幼
則
帽
向
機
一
一
一
際
一
|
一
一
爽
参
加
問
…
。
ソ
渡
良
心
的
同
市
開
法
と
ロ

シ
ア
祭
数
淡
と
の
祭
異
に
つ
い
て
は
、
ル
ブ
タ

i
ハ
ン
ト
は
大
凡
、
次
の
一
一
一
点
を
挙
げ
て
い
る
c

①
ソ
達
氏
、
ヤ
践
的
法
は
，

w市
教
団
体
の
設
立
の
陶
磁
そ
の
も
の

に
つ
い
て
必
ず
し
も
開
明
確
に
保
描
揮
し
て
い
る
と
は
一
言
い
き
れ
な
い
こ
と
、
②
こ
の
法
律
は
、
凶
家
と
教
会
と
の
分
離
の
み
を
綴
定
し
、
顔
と
世
界
制
酬
と
の
分
離
贈
を

定
め
て
い
な
い
。
③
ロ
シ
ア
逮
郊
で
は
、
後
一
俗
的
な
学
校
で
然
教
教
育
を
白
岡
市
開
意
関
心
か
つ
自
由
間
選
択
の
深
刻
に
も
と
づ
い
て
行
う
機
謝
料
を
明
磁
に
認
め
ら
れ
て
い

る
(
ロ
シ
ア
宗
教
法
務
九
条
一
一
項
〉
が
、
ソ
漣
良
、
L
V
自
市
防
法
に
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
規
定
が
な
い
。
清
水
・
約
掲
幾
三
六
七
官
民
以
下
参
照
会

(S)

〉

Z
5
0
5
M目
。
戸
内
按
め
N
畏
弘

s
h
y
s
g
S
3
5
又

5
ま
わ
守
主
主

E
3
S長崎
3
3
3円含
SNgsω~rhミ
ミ
戸
唱
。
ユ
吉
弘
。
尚
之
宮
普
段
色
村
件
。

N
g
M
泊中吋
¥
M少
沼
弓
-muμ
舟

G
-
シ
品
、
?
っ
7
カ
ー
は
、
こ
の
論
考
は
、
過
半
品
開
問
年
間
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
指
導
的
な
宗
教
学
者
、
哲
学
者
、
社
会
学
考
お
よ
び

神
学
者
の
務
総
考
に
義
づ
い
た
も
の
と
し
て
好
儀
し
て
い
る
c
(
〉

'FOい
。
こ
こ
で
の
国
評
判
総
と
は
、

N
2
5冬
之
江
即
時
間
向
。
日
必
5
言
明
喜
子

2
Z
E
V品
告
書
ど
言
語
『
容

を
い
う
。
一
般
に
は
、

0
5ロ
v
e
s
ι
雪

M
-
g
o
p
〈
本
文
で
は
、
C
M
4
4
)
と
略
す
。

(
6〉
同
〉
除
ヨ
一
O
宅
-
F
P
C
-き
わ
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
後
ぶ
均
は
、
一
見
し
た
だ
け
判
、
も
、
間
闘
に
豪
録
さ
れ
た
祭
教
間
同
体
の
数
の
急
速
な
仲
間
慌
に
よ
っ
て
誌
瞬
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
綴
織
に
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
件
緩
ぶ
り
は
、
宗
教
性
が
増
大
し
た
こ
と
よ
り
も
、
「
摘
出
品
引
の
由
同
防
」
の
細
部
隊
が
一
層
線
遂
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

(7)

な
ぎ
毛
穴
2
0
4
F
N
V
2
3占
2

5
吾
勾
丸
紅
。
ま
す
な
E
h
p
言
語
吉
弘

F
Z
o
z
p
z窓
口
同
哨
お
ず
と
お
少
の
防
当
選
吋
・
寄
'
M
U
L
Z
a

(
事
)
約
書
器
内

C
0
8司
蛇

h
Z
2
5
3
2
E
努

zza叩
内
戸
宮
町
三
陸
宮

g
スu
e
m司
&
号
。
)
(
出
場

}
6
5
8・

zm戸
ロ
シ
ア
宗
教
法
に
つ
い
て
は
、

H
W
凶
器
ロ
埼

G
2究
発
芯
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ロシア宗教i去の銭安主とその間豪華点(清水}

c
s
h
M
m叫
i
会
'
を
参
照
。

(9)
〉制
F
0
3臼
h
m叶・

(
仙
川
)
宗
教
法
然
一
八
条
は
、
「
少
な
く
と
も
一

O
名
に
よ
り
備
構
成
さ
れ
る
成
人
よ
り
な
る
宗
教
間
体
は
、
そ
の
鋭
約
を
登
録
し
た
時
点
よ
り
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
手

緩
急
に
よ
り
法
人
と
し
て
の
権
利
を
有
す
る
」
(
一
項
)
訟
を
規
定
し
て
い
る
。
図
的
措
間
帯
。
富
田
M

「
炉
ぬ
ま
〈
N
埠)場∞ね品
W
N
e

{
竹
川
〉
清
水
・
怖
問
機
骨
官
三
六

O
資
以
下
品
世
間
山
。

(
M
M
)

抑
制
ソ
連
関
僚
会
議
宗
教
関
岡
崎
係
議
会
も
、
ソ
漆
良
心
設
的
法
の
も
と
で
も
、
悶
来
の
潟
次
の
決
定
機
関
か
ら
政
府
の
代
表
・
務
問
問
お
よ
び
仲
裁
機
関
へ
改
世
帯
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
制
度
約
な
補
完
が
行
わ
れ
た
。
(
ソ
漆
良
心
由
同
市
出
法
第
二
九
条
)
。

(
日
)
も
っ
と
も
・

v
・

s-ポ
ロ

i
シ
ン
も
、
「
新
評
議
会
に
は
一
辺
宗
派
の
代
表
が
参
加
し
て
い
る
か
ら
、
当
菌
、
一
宗
教
だ
け
を
優
遇
す
る
政
策
は
出
て
こ
な
い
。

し
か
し
逆
に
そ
れ
以
外
の
祭
派
は
緩
め
な
い
、
と
い
う
可
能
併
は
は
大
い
に
あ
る
」
。
ま
た
、
吋
附
険
制
期
的
問
に
考
え
る
と
、
ま
ず
一
回
の
粋
に
絞
丹
、
次
に
ぷ
教
会
を
関

晶
棋
会
に
す
る
、
と
い
う
戦
略
も
成
り
立
つ
」
と
し
て
い
る
。
諸
問
氷
・
泌
総
量
宮
四
二
蕊
商
問
参
照
。

(
M
M
〉
同
)
喜
一
一
ο
d
F
F
F
O
-
-
三∞-

(はが

N
F
S
，
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
げ
か

WHg
出命

a
g
s各
市
内
『
喜
多
ミ
お
よ
び

L
・
1
e
プ
レ
ジ
、
ネ

7
Z
0
2片
品
目
尿
器
町
出
雲
の
も
と
で
、
問
問
ソ
緩
め
問
問
。
家
保
安
委
員
会

(}〈の

ω〉
は
宗
教
閉
山
体
を
禁
止
及
び
そ
の
他
の
後
畿
に
よ
号
、
そ
の
活
動
を
妨
げ
る
よ
う
に
常
に
押
え
込
み
、
さ
ら
に
圧
力
を
か
け
ず
、
宗
教
上
の
幅
制
導
者
の
数
を

強
力
に
縮
小
さ
守
る
策
を
務
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
口
白
禅
問
N

品
。
戸

phM・o-M・E
・
)
。
こ
れ
は
ゴ
ル
パ
チ
羽
フ
の
祭
教
な
い
し
教
会
総
策
の
変
化
と
符
合
す
る
。
清
水

前田向世帯一一一

O
三
頁
以
下
参
照
。

(
日
間
)
の
需
品
目
許
可
汚
付
夕
、
由
主
雪
腔
砕
き
号
、
言
、

HE札
2
3も
九
子
宮
芯
、
み
ま
え
れ

N
h
h
y
G
S打
診
内
定
命
色
町
句
、
お
部
九
一
R
P
2
C
Sゑ
言
ω
札
住
宅
。
2
c
z“
お
話
ー
に
お
民
民
息
吹
o
言、
2
E

Eι恥
F
O
N
t司
戸
場
明
叶
河
辺
吋
-
M
a

∞・
Hm
・

(

刊

灯

〉

ス

コ

】

け

0
4ぞ

-
F
F
O
-
-一
戸
向
日

〈
叫
加
〉
〉
長
e0・h
z
g
i

(
同
四
)
広
期
間
正
久
吋
ロ
シ
ア
疋
教
の
千
年

i
i畿
と
俗
の
は
だ
h

ま
で
」
(
総
本
放
送
出
時
版
協
会
・

2
9
Q
U
3
年
)
一
一

O
一
一
貝
以
下
参
照
。
な
お
民
淡
主
義
的
遂
齢
制
と
の
間
関

連
に
つ
い
て
は
、
問
「
M

民
族
主
祭
路
線
'
に
聞
出
品
却
す
る
ロ
シ
ア
正
教
会
い
〈
ロ
シ
ア
研
究
第
2
1島
内

:
1
9
Q
d
5年
1
8
H月
)
に
絞
し
い
。

(
叩
山
)
〈
興
一
-
H
Y
M
N
《
浜
町
司
円
、
九
い
お
礼
者
~
再
三
急
h

史
認
、
札
量
的
H
Q刊誌
2Nぺ門戸
'pez
戸、命、，
v
h
N
2な

5
ぬ
ま
ω
九
円
制
定
州
、
総
帥
勧
告
需
の
器
官
航
。
z
e
(
Nゆ

γ
∞-
H
H
F

-47← 



安宗教法務17与す(199が

幻

)

五

日

開

凶

行

n
v
h
テ
レ
ザ
紋
送

(
8
5
7
V
齢
世
間
問
。
こ
の
数
は
‘
先
の
ダ
ニ
ロ
?
の
報
含
し
た
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

{仰と

C
ユ
ロ
ヰ
G
P
問
mr
室内
5

f
玄
c
m
}
M
E
a
m
g泣
き
仏
g
e
Z
∞

5
2喜
一
三
Z
え
3
2
m
ザデ

6
8
L
M
-
〉
百
三
日
答
申
-
5リCNtξ

円増渓
¥
N品切寄・冊目
U
-

持
連
揖
水
・
約
掲
幾

開
問
一
七
W

間
以
下
参
加
問
…
。

〈
お
〉
同
山
0
5
4
F
ω
C・h
・-5.

(
川
崎
〉
問
N
2『
f
N叫
に
話
宮
、
付
与
な
E
3
Rお
弘
、
。
凡
さ
M
Y
5
H
O
N
d司
お
お
¥
N
印
ヌ
江
戸
田
'NN・
ロ
!
ト
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
北
コ

i
方
サ
ス
、
ヴ
ォ
ル
カ
川
流
域
、
ウ
ヴ
札
庁
、

機
シ
ベ
リ
ア
に
昂
間
仲
な
し
て
い
る
お
念
日
了
〆
ア
地
域
に
散
夜
し
て
、
生
活
し
て
い
る
…

0
万
人
が
こ
れ
に
加
わ
る
。
「
ム
ス
リ
ム
」
と
い
う
表
瑛
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
‘
す
べ
て
の
営
が
ア
ラ
l
必
よ
び
議
予
没
者
を
縫
じ
て
い
る
こ
と
を
慾
絡
し
な
い
。
上
官
阻
の
軸
棋
は
、
か
つ
て
ム
ス
リ
ム
の
文
化
園
出
に
属
し
て
い
た
人
々
の
総

数
よ
h

り
な
る
。
一
信
徒
の
大
凡
七

0
0万
か
ら
一
二

O
O
T々
が
そ
う
で
あ
る
。

〈
お
)
明
言
。
F
S
F
M州内
hhpcか
湾
、
話
穴
今
n
z
s
h叫に惨め九き札
-
N
R
1
円
史
実
〉
耳
目
芸
評
3
c
g
n浄
R
H
H
Z
弘司

3
3
3リ守%だ
NhFOR
時
ど
3
R守
町
、
百
五
三
脅
さ
怠
ωの
N
H
4
0
5
v
h
九丹、
H雪

た
雪
3
s
n
N
H
h
e
C
M桜
山
由
申
印
¥
N
P
X戸
叶
¥
タ
的

eM∞叫

(
叩
叫
}
臼
C
E
r
oク
N
R
3
H
N円
HCm怖に
ω
弘司句

1
5た
き
札
怠
と
ω円安
3
ミ
2

5
亘
書
設
詩
的
帽
の
制
緩
-
H
喧
怠
¥
N
P
X吋い・∞
'NO'

口
、
ン
ァ
、
シ
ベ
リ
ア
、
ヵ
ザ
7
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
の
メ
ノ
ナ
イ
ト
派
の
多
く
の
信
徒
が
脱
出
し
た
。

(
幻
)
清
水
・
前
倒
閣
世
育
問
問
。
ム
ハ
頁
以
下
参
娘
。

(
羽
詰

)
U
E
t…。者・
9

m
・9
・凶」∞・

(
加
問
〉
〉
-mace

{
帆
初
)
端
情
水
・

Am補
問
骨
骨
四
二
七
賞
以
下
参
照
。

(
刷
出
)
削
内

5
5唱
-
F
P・O
・-∞・二・

(

日

記

〉

〉

-Fph--mwa

(
ね
}
〉

e
p
m
H
U・
5
1少

(
似
品
)
〉
-
m
G
J
的・

3
・
広
岡
蕊
久
「
ル
民
族
主
義
的
路
線
e

に
問
削
綿
却
す
る
ロ
シ
ア
正
教
会
」
・
後
倒
閣
致
時
九
閥
頁
以
下
参
照
。

(お
)
k
p
m・
o.‘的
es-

(
お
)
〉

m
p
p
h
s
i
N
P

こ
の
間
に
、
外
周
系
の
宗
教
問
体
の
品
問
融
制
を
制
問
慨
す
べ
き
だ
と
い
う
多
く
の
総
文
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
第
二
談
会
に
お
け
る
修
正
案
の

一
九
九
七
年
六
月
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ロシア宗教法の制緩とその問題点打費水)

採
択
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
に
後
く
な
い
e

こ
れ
を
背
祭
に
「
伝
統
的
後
一
教
」
と
い
う
犠
念
が
用
い
ら
れ
た
。

(
W
M
V
M《
旬
。
昨
。
耳
-
F
F

。-h・
悼
む

1
M
M禽

{
叩
ぬ

)
p
p
{戸
"
的
・

8
・

(mg

ロ
シ
ア
逮
湾
懲
法
の
邦
訳
は
、
新
世
完
治
二
献
「
口
、
ン
ア
逮
邦
憲
法
い
紬
間
口
陽
一
・
品
川
問
問
善
明
綴
吋
解
説
世
界
慾
沖
即
位
世
』
(
一
一
…
翁
会
で
一
九
九
四
年
)
、
竹
刑
制
ぶ
孝

訳
「
ロ
シ
ア
連
邦
練
法
」
(
ロ
シ
ア
研
究
開
制
再
開
2
・
一
九
九
悶
年
〉
を
参
照
。

(

修

伯

仲

E
r
e
F
b
2
3
R
普段一
Z
Y
R
aえ
妻
、
。
忌
雪
常
、
恥
妻
。
H
P
F
P
C
-

(
む
)
州
内
句
。
仲
。
老
-
F
F
O
-
-
∞NN.

(

川

知

)

〉

-
P
0・

(
必
)
〉

hBO--
∞h
N
i尚
一
戸

(
付
制
〉
〉

-po--
∞h
u・

(
K
M
)

清
水
・
前
掲
幾
堅
一
二
良
品
秒
間
問
。

(
M
判
〉
欠

3仲
G
者

a
p
F
0・e的
M
m
-

(

円

引

)

〉

-FO--mぬい・

〈
州
時
)
竹
森
絞
・
前
掲
五
官
料
品
世
路
…
。

(
州
叩
〉
叩
内

3
件。戸
F似
woe-窓
法
務
…
問
問
条
は
、
「
①
ロ
ン
ア
逮
裁
は
、
没
船
計
約
国
家
で
あ
る
。
い
か
な
る
お
教
も
、
関
家
的
ま
た
総
執
務
掛
川
な
も
の
と
し
て
こ
れ
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
③
宗
殺
総
体
は
、
鐙
祭
か
ら
分
離
杏
れ
、
法
律
の
請
に
乎
等
マ
あ
る
。
」
と
緩
め
て
い
る
。

{
ぬ
〉
相
内
吋
o
z
d
p
p
p
o
a
き
さ
に
山
引
出
府
し
た
テ
レ
ピ
で
は
‘
モ
ス
タ
ワ
般
車
後
ほ
第
一
通
関
川
畑
州
問
凶
に
教
会
が
設
立
き
れ
、
共
産
主
義
に
代
わ
っ
て
ロ
シ
ア
正
数
が
箪
の
楕

神
仙
問
中
久
枝
に
な
っ
て
い
る
模
様
が
放
映
さ
れ
て
い
た
。

(
災
〉
〉

F
0・

(
日
記
)
〉
・
“

wo--∞
出
品
・

(
M
M
〉

〉

-
F
0・

(
g
n
M仰
向

N
F
U
Z
Z
町
内

3
r
p
C
M
4〈
お
お
¥
N
m
Kづ
由
自
叶

S
H
Oス
ぎ
込
書
削
除
芸
。
一
ア
印
、
¥
M
g戸
田
'
戸
時
時
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宗教法第17号(1998) 

(
日

ω〉
間

内

吋

O
付
。
者
』
eneo--出
向
山

〈
日
川
)
的
け
円
ル
の
宵
耳
h
-
F
0・

(幻
)

K

F

・F
O

(
凶
岬
)
刷
出

2
7
h
}雪
、
山
内
定
町
的
手
君
主
ミ
見
込
川
吉
冬
旬
、
旧
日
、
.ch記
録
布
、
?
の
Y
2
a
c
a
d唱
の
}
デ
お
〉
c
m
g
H
沼市
W
4
2
%
吋・

8
こ
れ
が
ジ
品
ガ
ノ
フ
の
本
心
を
紋
露
し
た
も
の
で

あ
る
の
か
、
戦
術
約
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
家
殺
は
奈
辺
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
推
割
問
の
域
を
で
な
い
。
定
教
会
の
幾
殺
衰
の
な
か
に
、
大
統
後
選
挙
に
た

い
し
て
ジ
ユ
ガ
ノ
フ
を
支
持
す
る
も
の
が
で
た
の
も
、
ジ
ユ
ガ
ノ
フ
の
意
細
見
表
明
に
錐
周
回
向
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
共
康
党
の
指
導
獲
が
ロ
シ
ア

ま
教
会
の
見
解
H
〈
民
族
主
義
的
問
路
線
〉
を
支
持
す
る
発
一
一
践
を
し
た
こ
と
は
、
問
教
会
が
、
政
治
的
に
み
て
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
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